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巻頭図版 1

勘籍木簡 (201号 )

保存処理後 (S=2/5)
2005年度 1区V層出土

(Loc.F-16-VC-10)



巻頭図版 2
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2005年度 1区違景 (北 から)

勘籍木簡 (201号)出土状況



巻頭図版 3

銅印出土状況 (2005年度 1区Ⅲ層)

墨書土器 (1521)



一叉

本書は道路改築事業 (徳島環状線国府工区)の実施に伴い、県からの委託により、平成10年度から平

成19年度にかけて調査を実施した、徳島市国府町に所在する観音寺遺跡の発掘調査の成果をまとめたも

のであります。

当遺跡の調査では、これまでに刊行されています F観音寺遺跡 I 木簡篇』や『観音寺遺跡Ⅱ 木器

篇』 (以上国土交通省南環状道路)におきまして、出土事例の少ない飛′鳥時代の木簡をはじめ、多くの

木製品の出土により、阿波における初期国府の実態を解明する上で大きな成果をあげました。本書では

奈良時代以降の「勘籍木簡」をはじめ、数多くの木簡や木製品の出土によって、国府内での文書行政や

祭祀の実態を知る上で大いに注目されるところです。また、木簡などとともに出土した土器や金属製品

にも、貴重なものが含まれております。

これらの成果をまとめた本書が阿波の古代史を考える資料として活用され、埋蔵文化財に対する関心

と理解を深める一助となれば幸いです。

なお、発掘調査の実施および報告書の作成にあたり、徳島県県土整備部道路建設課および東部県土整

備局をはじめ関係各機関ならびに地元の皆様に多大なご協力・ご指導をいただきました。ここに深く感

謝の意を表すとともに、今後も変わらぬご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

2008年 3月 25日

財団法人 徳島県埋蔵文化財センター

理事長  佐 藤   勉
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1 本報告書は、道路改築事業 (徳島環状線国府工区)に伴って、平成10年度から平成19年度にかけて

実施された、徳島市国府町観音寺に所在する観音寺遺跡の発掘調査の成果をまとめたものである。

2 発掘調査および整理業務は、徳島県都市道路整備局より委託を受けた徳島県教育委員会文化財課

が、 (財 )徳島県埋蔵文化財センターに再委託を行って実施 した。

3 方位の表示は、国土座標第Ⅳ座標系の北、高さは東京湾標準潮位 (T.P,)を 表す。

4 第 2図 の地形図は、徳島市発行の 1:2,500都市計画図を転載、加筆 したものである。第 3図の地

形図は、国土地理院発行の 1:25,000の地形図「石井」を縮小転載、加筆 したものである。

5 各遺構を示す記号は、 (財)徳島県埋蔵文化財センターが定めたものを使用 した。

SA:掘立柱建物跡、SD:溝、SK:土坑、SI:水田跡、SP:柱穴・小穴

SR I自然流路・旧河川、ST:埋葬施設、SX:不明遺構

6 本書で用いた土層の色調は、小山正忠・竹原秀雄 F標準土色帳2001年度版』日本色研事業株式会社

に拠った。

7 木製品の分類は、F木器集成図録 。近畿原始篇』(奈良国立文化財研究所 1993)と『木器集成図録・

近畿古代篇』(奈良国立文化財研究所 1994)を 基準にし、安部崇志・山上孝好・澤井康博が行った。

また、鉄鏃の分類は、杉山秀宏 1988「古墳時代の鉄鏃について」 F橿原考古学研究所論集』第八

吉川弘文館を参考に分類を行った。

8 本書の執筆は、第 1分冊の I章 -1・ 辻 佳伸、氏家敏之、 I章 -2・ 3・ 4・ 山上孝好、大橋育

順、Ⅱ章 。氏家敏之、Ⅲ章 。大橋育順、Ⅳ章・山上孝好・澤井康博 。大橋育順、V章 。大橋育順が行

い、山上孝好・澤井康博 。大橋育順が編集した。第 2分冊は澤井康博が、第 3分冊は大橋育順が編集

した。文責は末尾に記 してある。

9 写真図版は、遺構および遺物の出土状況については発掘現場の担当者が、出土遺物の写真について

は服部 靖・澤井康博が撮影を行い編集 した。

10 遺物観察表は、澤井康博が作成 した。

11 木製品の保存処理は、糖アルコール含浸法を用いて、服部 靖が行った。なお本書に掲載した実測

図・遺物写真は保存処理前のものである。

口



12 木製品の樹種同定は、株式会社 古環境研究所に、墨書・刻書土器の釈読は、京都教育大学名誉教

授 和田 率氏に、動物遺体の鑑定は、国立歴史民俗博物館 西本豊弘氏に、銭貨の鑑定は、大阪市

立大学教授 栄原永遠男氏に分析を行つていただくとともに玉稿を賜つた。

13 木簡は、京都教育大学名誉教授 和田 率氏に釈読をお願いした。第 3分冊「Ⅱ一二 出土木簡の |

釈文と内容」は、和四氏の監修のもとに、釈文および本文の作成を行つた。           |

14 木簡の保存処理は、独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所への「徳島市観音寺遺跡 。敷地

遺跡 (阿波国府推定地)出土木簡の総合的研究業務委託」の一環として実施 した。委託には形状確認、

釈文の作成、写真撮影が含まれる。

15 調査・整理にあたっては、次の機関および個人のご協力 。ご指導を得た。

文化庁・独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所・国立歴史民俗博物館・徳島県都市道路整

備局 浅野啓介・市 大樹・佐藤 信 。東野治之・馬場 基・藤原理恵・松原弘宣 。森 浩―・山

本 崇・吉田 晶・渡辺晃宏 (敬称略・五十音順 )

2006年 12月 の木簡学会の際には、参加者から勘籍木簡の釈文や内容など、様々なご教示をいただい

た。参加された方々に厚 く御礼申し上げます。

16 本書に収録 した、出土遺物および図面や写真などの記録の一切は、徳島県板野郡板野町犬伏字平山

86番 2に所在する徳島県立埋蔵文化財総合センターにおいて保管している。
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1 掲載 した出土遺物の実測図は、原則としてS=1/4で あるが、一部例外 としてS=1/1、 1/8

のものがある。各図版にはスケールを貼付 してあるので、参照されたい。

2 各木製品の実測図で、木目は平面図・側面図には記入せず、断面図に記 してある。ただし、断面が

2ヶ 所以上になる場合は、 lヶ 所にのみ木目を記入し、それ以外は外郭線のみを記 した。

3 木製品の表面に残存 している樹皮、焼き印、漆膜、炭化部分は網掛けにより表している。

:樹皮   :焼 き印 綾鵜 :漆膜 ■■ :炭化部分

また、遺物出土状況 ドット図には次の記号を使用 している。

● :木製品 □ :土器 △ :石器 ○ :骨製品

4 斎串の両側にある矢印は、刃物による切 り込みの方向とその範囲を示している。なお、付 してある

数字は矢印の範囲における切 り込みの回数を示 している。ただし、 1回のみの切 り込みの場合は数字

を付 していない。

5 調査区は広範囲にわたり、各区により遺構の状況が大きく異なるため、遺跡の北半分と南半分をそ

れぞれ北区 。南区とし、北区については各遺構面ごとに、南区については自然流路 SR3001を 各調査

年度・区で分割 し、層位ごとに遺物出土状況 ドット図などをのせている。また、第Ⅳ系国土座標を表

記することで、絶対位置と方位に代えている。

6 遺構図版の縮尺は以下の通 りである。

①遺構配置図 :S=1/400

②遺構平断面図、遺物の出土状況ドット図については、遺構規模に応じて縮尺を変えている。各図

版にはスケールを貼付してあるので参照されたい。

7 土層柱状図には標高2.5m以下の部分に網掛けを施した。2004年度以降の調査区では、掘削を行つ

ていない部分を示している。
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第 1図 観音寺遺跡位置図
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発掘調査の経緯 と経過

(1)調 査 にいたる経緯

徳島市では幹線道路の国道11号、55号、192号が市街地中心部で交差 していることから、都市内交通

や通過交通が集中し、交通渋滞が慢性化 していた。こうした事態の解消を図るため、徳島市街地を環状

に巡る延長約35kmの地域高規格道路として徳島外環状道路の整備が計画された。徳島環状線 (国府工区)

は徳島外環状道路の西側区間にあたり、路線廷長は徳島市国府町観音寺の国道192号 から主要地方道徳

島鴨島線に至る約1.5kmで ある。本路線は徳島県を事業主体 とし、平成 7年度に地域高規格指定、平成

13年度に都市計画決定を受けている。

当該地域は阿波国府跡を中心とする条里地割 りの残存する地域であり、縄文時代以降、古代 。中世と

県内で最も濃密に遺跡が分布する地域である。本路線の南に接続する徳島南環状道路では、平成 4年度

より建設工事に先立って、「延命遺跡」、「矢野遺跡」、「観音寺遺跡」等一連の遺跡が発掘調査されてき

た。

事業の進捗に伴い、平成 8年 5月 10日 、徳島県土木部 (現県土整備部)都市道路整備局 (以下、路ト

市道路整備局」という。)と 徳島県教育委員会文化課 (現文化財課 以下、「文化財課」 という。)は、

当該区間の埋蔵文化財の取 り扱いについて協議を持ち、本路線内における埋蔵文化財の有無と範囲の確

認、工事の埋蔵文化財に対する影響の有無等を確認するために試掘調査を実施すること。埋蔵文化財が

確認された場合は改めて協議を持ち、工事着手前に発掘調査を実施すること等、その保護措置を講ずる

ことで合意 した。都市道路整備局は用地取得が一定の進捗をみた段階で、文化財課に対 し試掘調査を依

頼 (平成 9。 10。 20都道局第437号)し、文化財課がこれを承諾 (平成 9.11.13教文課第403号)した。

試掘調査は、平成 9年 11月 から12月 の間、県から委託を受けた財団法人徳島県埋蔵文化財センター(以

下、「埋蔵文化財センター」という。)が実施 した。当初、用地取得が進捗 しているJR徳 島本線から主

要地方道徳島鴨島線までの間、約105,000♂ を対象に取得済用地内で400♂の試掘調査を行った。試掘調

査の結果、ほとんどの試掘 トレンチで遺物・遺構を確認 し、対象地域に古代から中世に至る遺跡が存在

することが判明した。また、」R徳島本線から国道192号 の間についても、隣接する南環状道路建設に伴

う発掘調査の状況から遺跡の広が りが予想され、本路線のほぼ全域に遺跡の存在が想定された。

試掘調査の結果を受け、文化財課と都市道路整備局は遺跡の取 り扱いについて改めて協議を持ち、道

路建設予定地の全区間で工事着手前に発掘調査を実施 し、遺跡の記録保存を図ることを前提とすること

で合意した。この時点で用地未取得の箇所については、取得に併せて埋蔵文化財センターが順次試掘調

査を実施 し、遺跡の遺存状況、深度、遺構面数、掘削層厚について把握 し、これに基づいて文化財課と

都市道路整備局で毎年度に協議を持ち、取得用地のまとまりや工事計画を考慮 した次年度以降の発掘調

査実施計画を立てていった。

発掘調査は、取得用地が一定のまとまりをみた箇所で年次毎に埋蔵文化財センターに委託 して、平成

10年度から19年度の10ヶ 年間にわたり順次実施された。なお、平成10年度から15年度は大規模面積の調

査となったことから、効率化を図るために工事請負方式を採用 し、併せて測量及び実測作業の効率化を

図るために、空中写真撮影図化を導入 して調査にあたった。平成16年度以降は埋蔵文化財センターが直

営方式で調査にあたっている。

なお、遺跡名については、大字観音寺を中心とした箇所は、南環状道路で発掘調査された「観音寺遺
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跡」と一連の遺跡であることから、これを遺跡名とした。また、新たに試掘調査で確認された遺跡につ

いては、それぞれの大字名を使用することとし、大宇敷地を中心とした箇所を「敷地遺跡」、大字池尻

から桜間を中心とした箇所を「池尻・桜間遺跡」とそれぞれ呼称することとした (第 2図 )。 (辻 )

(2)調査の経過

発掘調査は平成10年度より着手され、以後国府工区内は平成19年 に至るまで、用地の取得状況に合わ

せて継続して行われている。(第 2,4図 )

調査の進展に伴い、」R四国・徳島本線付近を境として、南側に古墳時代から古代にかけての流路や

水田が拡がっており、北側には古墳時代の集落が主に存在することが半J明 してきたため、JRの線路を

境界にして北側を敷地遺跡、南側を観音寺遺跡に便宜的に分けていくこととした。

敷地遺跡の北端と池尻・桜間遺跡の境界に関しては、西大堀川の支流とみられる流れが、路線を分断

する地点をもって分けることにした。また、敷地遺跡のほぼ中央部を、東西に横切る県道平島国府線に

沿うようにして、西大堀川が敷地遺跡を分断していることが確認できたため、南側を敷地遺跡 I群、北

側を敷地遺跡Ⅱ群として捉えることとした。発掘調査期間中には、一般を対象とする現地説明会を実施

して、調査成果の紹介につとめた。開催日程は以下の通りである。

平成15年度 :平成16年 3月 6日

平成16年度 :平成17年 3月 19日

ここに挙げた以外にも、徳島県埋蔵文化財総合センターにおける速報展示会や成果報告会などにおい

て、観音寺遺跡の調査成果を紹介する機会を設けた。(氏家)

(3)発掘調査の方法

発掘調査にあたっては隣接する国道192号徳島南環状道路の調査に伴い、第Ⅳ系国土座標軸を基準と

した大規模なグリッド設定が行われていたことから、今回の調査についても、これを利用することとし

た。そのため基準となる座標の位置は、X=■ 6,000、 Y=89,500の交点を基点として用いている。

まず、一辺を500mと するグリッドで区切り、基点から北にアルファベットの大文字 (A、 B、 C・ …・・)、

同じく基点から東にアラビア数字 (1、 2、 3……)を それぞれ付けることで、大グリッドの絶対位置

を表した。さらにこのグリッド内を100mご とに区切つて、南から北へはギリシャ文字 (α、β、γ、δ、

8)、 西から東へはローマ数字 (I、 Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、V)と して、中グリッドを設定している。中グリッド

をさらに細分して5mご とに区切り、南から北へはアルファベット (A、 B、 C・ …・・T)、 西から東へは

アラビア数字 (1、 2、 3……20)と して、小グリッドを設定して調査を行うこととした。なお、大グ

リッドと小グリッドが混同することがないように、大グリッドの頭に「Location」 の略号として、「Loc.」

を付けることとし、Loc.G-1(大 グリッド).β-2(中 グリッド)。 A-3(/Jヽ グリッド)と いうよう

な表現で、絶対位置を表すようにした。(第 2・ 4図 )

また調査区の名称については、調査年度ごとの名称をそのまま使用しているが、遺跡の性格を考慮し

て北区と南区に大きく2分 し、北区 (○〇年度○区)と表記した。1999年度と2001年度を北区、それ以

外を南区とした。 (氏家)
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Y=89000

第 2図 徳島環状線

Y=89500            1

(国府工区)路線と観音寺遺跡調査区

Y=90000   0   2       200m

―(網 かけ部分)
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2 整理業務の方法と経過

整理作業は平成17年度より開始された。当時発掘調査そのものが継続中であり、全体計画については

未定な部分が存在 していた。作業歩掛については (財)徳島県埋蔵文化財センターの整理作業実績に基

づいて行うこととした。その後の協議によって遺物総箱数1,750箱 の概数に相当する、観音寺遺跡およ

び、敷地遺跡 I群の報告書刊行までの整理作業を行うこととなり、残る敷地遺跡Ⅱ群および、池尻・桜

間遺跡の整理方法については、今後の継続協議となった。

『観音寺遺跡Ⅳ』の整理作業は、平成18年度より3班体制で本格的に取 りかか り、木製品の洗浄 。実

測・写真撮影・ トレース作業を実施 した。平成19年度は2.5班体制で行われ、木製品の トレース作業、

土器・金属器等の注記・接合・実測・ トレース作業、写真撮影等を実施 し、その後に報告書の執筆、編

集作業を実施 した。

木簡の釈読については京都教育大学名誉教授 和田 率氏に依頼 し、発掘調査期間も含めて、調査指

導と釈読作業を行っていただいた。

また木簡の保存処理は、平成18年度より独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所において「徳

島市観音寺遺跡・敷地遺跡 (阿波国府推定地)出土木簡の総合的研究業務委託」として行った。木街の

釈文に関しては、奈良文化財研究所都城発掘調査部史料研究室の渡辺晃宏室長を中心に検討会を開き、

和田氏の立ち会いのもと処理前、処理後の 2回の確認を行った。

出土 した木簡は以下の年度において報道発表と一般公開を行った。

平成12年度

報道発表 平成13年 3月 6日

平成16年度

報道発表 平成17年 3月 15日

成果説明会と展示解説 平成17年 3月 19日

平成17年度

報道発表 平成18年 3月 26日

成果説明会と展示解説 平成18年 4月 1、 2日

平成18年 11月 に平成19年度の文化庁主催の新発見考古学速報展「発掘された日本列島 2007」 への出

展依頼があった。木簡のレプリカをはじめ、木製品、土器、金属製品など43点 を出品した。平成19年 6

月 5日 の東京都江戸東京博物館を皮切 りに、帯広百年記念館、長野県立歴史館、岐阜県博物館、徳島県

立博物館、熊本市立熊本博物館、大阪府立近つ飛鳥博物館において展示された。

木簡の展示を目的としてレプリカを作成 した。作成 したレプリカは114号、137号、149号、173号、182

号、183号、184号、185号、186号、187号、188号、191号、201号の13点で、徳島県立埋蔵文化財総合セ

ンターにおいて随時展示を行っている。 (山上 。大橋 )
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3 発掘調査・整理業務の体制

01998年 度

・事務局

所長 寒川光明       事務局長 細川靖夫

(総務課)

課長 井後伸―       主事 集堂正士 佐藤真紀

技術主任 大西孝司

(調査課)

課長 菅原康夫

・発掘調査業務          
｀

第一係長 市村みね

研究員 氏家敏之 宮谷純弘 高柳孝治

01999年度

・事務局

所長 寒川光明       事務局長 細川靖夫

(総務課)

次長兼課長 井後伸―    主事 集堂正士 佐藤真紀

技術主任 小田祥雄

(調査課)

課長 菅原康夫

・発掘調査業務

主査兼第二係長 武市文雄

研究貝 氏家彼之 宮谷純弘 松田 幸 橋本守正 大石修一 和泉一三

研究補助員 堀岡敬二

02000年度

・事務局

所長 寒川光明       事務局長 伊丹康裕

(総務課)

次長兼課長 高野 明    主査兼係長 福本紀美子

主事 田所政儀       技術主任 梱原義則

(調査課)

課長 管原康夫

。発掘調査業務

主査兼第二係長 武市文雄

研究員 田川 憲 松田 幸 槌谷久代 佐藤治史 上窪昭英 元木浩司 林 賢彦
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02001年度

・事務局

所長 本浄敏之       事務局長 伊丹康裕

(総務課)

次長兼総務課長 高野 明  主査兼係長 福本紀美子

技術主任 原田彼夫 梱原義則

事務主任 田所政儀

(調査課)

調査課長 菅原康夫

。発掘調査業務

主査兼調査第二係長 新居文和

研究員 氏家彼之 宮谷純弘 高田史子 元木浩司 川村哲夫 宮本 格 田所賢治

02002年度

・事務局

所長 本浄彼之       事務局長 西村和博

(総務課)

次長兼総務課長 山本高史  主査兼係長 福本紀美子

事務主任 布川純子 鈴木智栄

(調査課)

調査課長 菅原康夫     設計係長 原田彼夫

・発掘調査業務

主査兼調査係長 新居文和

研究員 大橋育順 槌谷久代 豊田周作

02003年 度

・事務局

所長 本浄敏之       事務局長 西村和博

(総務課)

次長兼総務課長 山本高史  主査兼庶務係長 坂尾俊一

事務主任 布川純子 鈴木智栄

(調査課)

課長 新居文和

・発掘調査業務

主査兼調査第一係長 富本輝仁

研究員 槌谷久代 宮本 格 井藤良雄 武中宏之 森岡基司 須崎一幸

庄司俊也 林 賢彦 T~R原久仁子 大橋育順
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02004年 度

・事務局

所長 浦上純二       事務局長 河野幸一

(総務課)

次長兼総務課長 古田哲郎  主査兼庶務係長 坂尾俊一

事務主任 鈴木智栄     主事 川口治代

(事業第一課)

課長 富本輝仁       第一係長 濱  徹

・発掘調査業務

第二係長 藤川智之

研究員 大橋育順 杉本昌弘 小川勝幸

02005年 度

・事務局

所長 浦上純二       事務局長 河野幸一

(総務課)

次長兼総務課長 古田哲郎  主査兼庶務係長 坂尾俊一

事務主任 浦川明美     主事 川口治代

(事業第一課)

課長 中妻敬二       第一係長 濱  徹

・発掘調査業務

事業第一課 主任研究員 大橋育順

研究員 松家義人

02006年度

。事務局

所長 村山一行       事務局長 河野幸一

(総務課)

次長兼総務課長 一宮一郎  主査兼庶務係長 新居謙輔

事務主任 浦川明美 川口治代

(事業第二課)

課長 島巡賢二       第一係長 豊田大之介

。整理業務担当

事業第二課 研究員 安倍崇志 山上孝好 澤井康博

02007年 度

・事務局

所長 伊川政文       事務局長 多田升二
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(総務課)

次長兼総務課長 一宮一郎  主査兼庶務係長 新居謙輔

事務主任 浦川明美 野田登記子

(事業第一課)

課長 湯浅利彦       第一係長 藤川智之

第二係長 氏家敏之

発掘調査担当

事業第一課 主任研究員 大橋育順

研究員 入江正幸

整理業務担当

事業第一課 研究員 山上孝好 澤井康博 服部 靖

調査日誌抄

(平成10年度調査 )

1998年 5月 1日

5月 22日 ～

6月 4日 ～

9月 3日

9月 8日

(平成11年度調査 )

1999年 4月 6日

6月 4日 ～

7月 2日

7月 12日 ～

7月 23日

8月 5日

8月 10日

8月 11日 ～

8月 17日 ～

9月 13日

9月 14日

10月 ll日 ～

10月 12日 ～

11月 4日 ～

11月 8日

11月 9日 ～

調査準備

1区機械掘削開始

1区人力掘削開始

作図作業開始

埋め戻 し

調査準備

1-1区人力掘削開始

1-1区空撮

1-1区人力掘削開始

1-1区遺構検出

l-1区遣構検出

1-1区空撮

作図作業開始

1-1区人力掘削開始

1-1区空撮精査

1-1区空撮

1-1区埋め戻 し開始

1-2区機械掘削開始

1-2区入力掘削開始

1-2区遺構検出

1-2区遺構内掘削開始

-11-



11月 29日   1-2区 遺構検出

12月 7日 ～ 1-2区 遺構内掘削開始

12月 21日   1-2区 空撮

(平成12年度調査 )

2000年 4月 3日  調査準備

4月 25日 ～ 機械掘削 (1次)開始

5月 25日 ～ 機械掘削 (2次)開始

6月 15日 ～ 2区人力掘削開始

6月 22日 ～ 2区遺構内掘削開始

6月 29日   2区 第 1遺構面遺構完掘・空撮

7月 26日   2区 第 2遣構面検出

8月 4日 ～ 2区第 2遺構面遣構内掘削開始

8月 10日   2区 第 2遺構面遺構完掘・空撮

9月 8日  2区 第 3遺構面検出

9月 21日 ～ 1区第 3遺構面遺構内掘削開始

9月 27日 ～ 1区 (南側)人力掘削開始

10月 2日   2区 第 3遺構面遺構完掘・空撮

10月 16日 ～ 4区人力掘削開始

10月 18日   4区 第 1遺構面検出

10月 19日 ～ 4区第 1遺構面遺構内掘削開始

11月 6日   2区 第 4遺構面検出

11月 7日 ～ 2区第 4遺構面遺構内掘削開始

11月 7日   4区 第 2遺構面検出

11月 9日 ～ 4区第 2遺構面遺構内掘削開始

11月 14日   2区 第 4遺構面遺構完掘・空撮・4区第 3遺構面遺構内掘削開始

11月 15日 ～ 3区人力掘削開始

11月 21日   3区 第 1遺構面検出 。4区第 3遺構面完掘

11月 22日 ～ 3区第 1遺構面遺構内掘削開始

11月 25日 ～ 2区第 5遺構面検出・遺構内掘削開始

11月 28日 ～ 1区 (南側)遣構内掘削開始

12月 4日   2区 第 5遺構面遺構完掘・空撮

12月 5日   2区 調査終了

12月 7日 ～ 4区第 3遺構面検出・遺構内掘削開始

12月 9日 ～ 3区第 2遺構面検出・遺構内掘削開始

12月 11日 ～ 1区 (北側)人力掘削開始

12月 12日   4区 第 3遺構面完掘・空撮

12月 15日   4区 調査終了
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12月 20日

12月 25日

2001年 1月 10日

1月 13日

1月 18日

2月 15日

2月 16日 ～

3月 23日

3区第 3遣構面検出・

3区第 4遺構面検出・

3区第 5遺構面検出・

3区第 5遺構面完掘・

1区 (南側)調査終了

1区 (北側)遺構完掘

埋め戻 し開始

現場撤収

遺構内掘削開始

遺構内掘削開始

遺構内掘削開始

調査終了

・空撮・調査終了

(平成13年度調査 )

2001年 4月 2日 ～ 調査準備

5月 14日 ～ 1区機械掘削開始

5月 21日 ～ 1区人力掘削開始

6月 6日   1区 第 1遺構面遺構完掘・空撮

6月 19日   1区 第 2遺構面遺構完掘 。空撮

7月 3日   1区 第 3遺構面遺構完掘・空撮

7月 14日   1区 第 4遺構面遺構完掘 。空撮

8月 2日 ～ 1区第 5遺構面遺構内掘削開始

8月 9日   1区 第 5遺構面完掘・空撮

8月 30日 ～ 2区機械掘削開始

9月 13日 ～ 2区人力掘削開始

9月 20日   2区 第 3遺構面遺構検出・遺構内掘削開始

10月 2日   2区 第 3遺構面遺構完掘・空撮

10月 24日   2区 第 4遣構面遺構完掘・空撮

10月 25日 ～ 2区第 4遺構面遺構内掘削開始

11月 10日 ～ 2区第 5遺構面遺構内掘削開始

11月 22日   2区 遺構完掘・空撮

2002年 1月 24日   2区 第 5遺構面遺構完掘・空撮

2月 1日   2区 調査終了

2月 19日  現場撤収

(平成14年度調査 )

2002年 10月 4日

10月 10日 ～

10月 22日 ～

10月 23日

10月 29日

11月 20日

調査準備

7区機械掘削開始

7区人力掘削開始

7区 (南側)第 1遺構面遺構検出

7区 (北側)流路検出

7区 (北側)遺構完掘状況写真撮影
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11月 22日   7区 (南側)掘削終了・遺物取 り上げ終了

11月 26日   7区 (南側)第 1遺構面遺構完掘・全面精査・写真撮影

11月 28日   7区 調査終了

(平成15年度調査 )

2003年 10月 15日 ～ 8区機械掘削開始

10月 27日   8区 機械掘削終了

10月 28日 ～ 8区北・東西側溝人力掘削開始

10月 29日 ～ 8区第 1包含層人力掘削開始

10月 30日   8区 第 1遺構面 (水田)精査

10月 31日   8区 遺構完掘状況写真撮影

11月 21日 ～ 8区第 2包含層人力掘削開始

12月 1日   8区 第 2遺構面 (水田)遺構完掘

12月 2日   8区 第 2遺構面 (水田)遺構完掘状況写真撮影

12月 4日 ～ 8区第 3包含層人力掘削開始

12月 8日 ～ 8区 SR3001掘削開始

12月 14日   8区 第 3遺構面 (水田)遺構完掘

12月 22日   8区 北 第 1包含層人力掘削 。第 1遺構面 (水田)遺構検出

2004年 1月 9日   8区 SR3001掘削完了

1月 13日  8区 北第 2遺構面 (水田)遺構検出

1月 15日 ～ 8区第 4遺構面遺構内掘削開始

1月 20日   8区 第 4遺構面遺構完掘状況写真撮影

1月 29日   8区 第 5遺構面遺構完掘状況写真撮影

1月 30日   8区 SX5001～ 5003完掘

2月 6日 ～ 8区埋め戻 し開始

(平成16年度調査 )

2004年 4月 13日 ～ 3区機械掘削開始

4月 16日   3区 (西側)第 1遺構面遣構検出

4月 20日   3区 (東側)第 1遺構面遺構検出・遺構内掘削開始

4月 20日 ～ 2区機械掘削開始

4月 23日 ～ 2区人力掘削開始

6月 4日   3区 第 2遺構面遺構検出

6月 10日 ～ 3区第 2遺構面遺構内掘削開始

6月 16日   3区 第 2遺構面遺構完掘状況写真撮影

6月 29日 ～ 3区第 3遺構面遺構内掘削開始

7月 1日   3区 第 3遺構面遺構完掘状況写真撮影

7月 7日 ～ 1区機械掘削開始
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7月 14日   3区 第 4遺構面遺構検出

7月 15日 ～ 3区第 4遺構面遺構内掘削開始

7月 27日   3区 第 4遺構面遺構完掘状況写真撮影

8月 27日   3区 第 5遺構面遺構検出

9月 9日 ～ 1区人力掘削開始 。3区第 5遺構面遺構内掘削開始

9月 21日   1区 (南側)流路の検出

10月 6日 ～ 3区埋め戻 し開始

■月 2日   1区 (南側)遺構完掘状況写真撮影

11月 24日   1区 (北側)遺構完掘状況写真撮影

2005年 1月 7日   1区 遺構完掘状況写真撮影

1月 27日 ～ 1区埋め戻 し開始

3月 19日  観音寺遺跡説明会

3月 25日  現場撤収

(平成17年度調査 )

2005年 10月 3日 ～ 1区人力掘削開始

10月 27日   1区 (南側)勘籍木簡 (201号)出土

11月 10日   1区 (南側)遺構完掘状況写真撮影

11月 18日   1区 (南側)調査終了

■月30日   1区 (北側)遺構完掘状況写真撮影

12月 13日  1区 (北側)調査終了

2006年 1月 19日 ～ 2区人力掘削開始

3月 18日   2区 遺構完掘状況写真撮影

3月 29日   2区 調査終了

(平成19年度調査 )

2007年 7月 2日 ～ 1区人力掘削開始

7月 20日   1区 調査終了
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Ⅱ 遺跡の立地と歴史的環境





遺跡の立地

徳島県は四国島の東部に位置する。面積は4,144平方kmで あるが、全面積の約八割近 くを山地が占め

る。平野部は、吉野川、勝浦川、那賀川、海部川などの流域に、主として三角州として発達する。山地

は、北側の讃岐山脈 と吉野川以南の四国山地に大別される。

四国を東西に横断する中央構造線によって、地質の構造は北側の内帯と南側の外帯とに分けられる。

中央構造線は、徳島県内では東から鳴門市里浦、美馬市脇町、三好市池田町から愛媛県四国中央市に連

なり、讃岐山脈沿いに廷びている。県内の地質は、中央構造線を主とする東西方向の構造線によって、

内帯の和泉層群、外帯には北から三波川帯、御荷鉾帯、秩父帯、四万十帯からなる。

「四国三郎」吉野川は延長約194km、 流域面積約3,750平方kmの規模をもつ四国有数の河川である。石

鎚山に源を発 し、中央構造線に沿って東流 して紀伊水道に注いでいる。吉野川には、外帯側の右岸では

鮎喰川などの扇状地が形成され、一方の内帯側の左岸では伊沢谷川、大久保谷川、日開谷川、九頭宇谷

川、宮川内谷川などの扇状地が形成されている。内帯側の扇状地はより急勾配に形成され、多 くの上砂

を押 し流 していることにより、吉野川の流れも構造谷のより南を通っている。 (第 1図 )

吉野川の河道は時代 とともに大きく変動 しているが、最大の画期は1701年 頃に行われたとされる付け

替え (新川掘 り抜き)である。これは、新たな河道の開削と堰の構築 (第十堰)に より、下流域での濯

漑用水の確保 と城下町の治水の安定化を目指 したものであり、北東に流れていた当時の本流 (現在の旧

吉野川)を現在の河道へと導いた。

観音寺遺跡が所在する地点である徳島市国府町は、主に鮎喰川の堆積作用によって形成された、三角

州性扇状地に立地している。この扇状地は廷命付近を扇頂とし、半径約 6 kmの規模をもち、標高は延命

で約15m、 扇端部の井戸付近では約 5mを測る。観音寺遺跡は国府町のほぼ西端に位置 してお り、標高

は高いところで約6.8m、 低いところで約5。 7mほ どである。地形は扇状地の広が りに合わせ、南から北

に向かって緩やかに低下しており、付近には旧河道とみられる地形のゆがみが多 く残されている。その

うち、観音寺遺跡の地形の形成に大きく影響したと考えられるのは、舌洗川の旧河道である。堆積物中

からは古墳時代以降の遺物が多く含まれており、川の流れが当時の生活と密接に結びついていたことを

表している。(氏家)

2 歴史的環境

観音寺遺跡の所在する、徳島市国府町の鮎喰川の扇状地およびその周辺地は、徳島県下でも有数の遺

跡の密集地帯である。ここでは年代に沿って、各遺跡の特徴を整理するが、年代によっては位置図外の

遺跡についても触れることとする。 (第 3図 )

旧石器時代

徳島市域においては、ほとんど遺跡の存在は確認されていない。名東遺跡において、弥生時代住居埋

土内から、サヌカイト製のナイフ形石器が出土 しているのみである ((財)徳島県埋蔵文化財センター

1995)。
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縄文時代

後期以前の遺跡については、確実な例は知られていない。石井町石井城ノ内遺跡からは、流路内より

決状耳飾が出土 しており、周辺に前期以前の遺跡の存在が予想される。また、中期末から後期初頭にか

けての遺物も出上 している ((財)徳島県埋蔵文化財センター 2003a)。

後期に入ると、矢野遺跡に大規模な集落が現れる。弥生時代遺構面の約 lm下の河道の浸食を免れ

た微高地を中心として、中津式から福田KⅡ 式、縁帯文成立期に至る時期の遺構面と包含層が確認され

ている ((財)徳島県埋蔵文化財センター 2003b)。

晩期になると、名東遺跡、三谷遺跡、庄遺跡、観音寺遺跡などから遺物が出上 している ((財)徳島

県埋蔵文化財センター 1999a、 b、 徳島市埋蔵文化財発掘調査委員会 1997な ど)。

弥生時代

鮎喰川扇状地上は、県下でも有数の規模の集落が形成されているが、前期にさかのぼる資料は、ごく

わずかである。

中期以降になると集落形成が本格化 し、中期後葉になると矢野遺跡などで竪穴住居の数が増加する。

後期に入ると、矢野遺跡では集落域がさらに拡大する傾向がみられる。矢野遺跡の最盛期は、この時期

である。集落の形成は、観音寺遣跡を一部含む北半部分に始まり、布留式併行期にかけて徐々に主体が

南寄 りと山沿いに移動する。銅鐸が埋納されたのは後期後半と考えられているが、その位置は併行 して

存在する竪穴住居密集部の中心である (徳島県埋蔵文化財センター 2002a)。

古墳時代

鮎喰川扇状地の西側の山塊は気延山と呼ばれ、古墳時代前期から後期にかけての、県下でも最大規模

の古墳群が築かれている。

前期の古墳 としては、宮谷古墳、奥谷古墳群が代表例である。宮谷古墳は、墳丘長約36mの 前方後

円墳である。主体部として後円部に竪穴式石室が築かれ、三角縁神獣鏡が 3面出土 している。奥谷古墳

群は、埴輪列の確認された一号墳 (前方後方墳)と 二号墳 (円墳)か らなる (三宅 2002)。

中期の古墳は、実態が明らかなものが少ない。「阿波式石棺」と呼ばれた、板石を用いた組合式の石

棺が築かれている。墳丘、副葬品が少ないが、五世紀代に盛行すると考えられ、内谷古墳や尼寺一号墳

などが知られている。

後期には十七基からなるひびき岩古墳群があり、横穴式石室を主体とする円墳の内の数基が調査され

ている (石井町教育委員会 1986)。 また、矢野古墳は結晶片岩の巨石を用いた横穴式石室をもつ (天羽

1973)。

集落遺跡については、鮎喰川対岸の南庄遺跡や、庄・蔵本遺跡などで竪穴住居が数軒確認されている

が、敷地遺跡において、100軒 を超える中期から後期にかけての竪穴住居が検出された。

古代 (奈良・平安時代 )

『和名類衆抄』の記述により、阿波国府は、かつての名方郡に属 したことが記録されている。これま

での発掘調査において、国衛跡と断定できる遺構群は検出されていないが、観音寺遺跡 (南環状道路調

査地点)か ら検出された河川内より出土 した木簡の内容から、その所在地が河川に近接 した場所である

|
|

|
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ことは、ほぼ確定したといえる ((財)徳島県埋蔵文化財センター 2002b)。

国府推定地から約1.5km南 東に、国分寺、西数百 mに、国分尼寺がそれぞれ所在 している。国分寺は、

現在の四国霊場15番札所国分寺境内内に、塔心礎 と伝えられる結晶片岩の巨石が残されている。1978年

からの 3次にわたる範囲確認調査によって二町四方の寺域が想定され、築地状遺構、基壇状遺構、瓦窯

跡などが確認されている (天羽 。一山 1987)。 また隣接する矢野遺跡の調査では、国分寺へ延びる東西

方向の道路遺構が確認された (徳島県埋蔵文化財センター 2002a)。

国分尼寺は1970年から2次にわたる範囲確認調査が行われ (田辺・松永 1987)、 1999年 以降も史跡整

備に伴う調査が進行 している。これまでに金堂基壇、北門、中門、講堂などが検出されている。

国府推定地の南に位置する矢野遺跡からは、掘立柱建物が50軒以上と、竪穴住居が20軒以上確認され

ている ((財)徳島県埋蔵文化財センター 2006)。

鮎喰川扇状地上には条里地割が広 く残されてお り、福井好行・服部昌之らが、復元を試みている (福

井 1959、 月RttБ  1966)。

最近では、条里余剰帯に注目した木原克司、岡田啓子の分析がある。国分尼寺から東に向けての旧伊

予街道上、国分尼寺東側の南北道上などに存在する余剰帯が直線的で規格性も高いことから、官道 (延

喜式段階よりも古いルー トをとる南海道)の可能性が指摘されている (木原・岡田 1998)。

また、奈良・平安時代にかけては水田域が増大する傾向が指摘できる。延命遺跡、矢野遺跡、観音寺

遺跡、池尻・桜間遺跡などでは 8世紀以降水田開発が盛んであり、国府造営や条里地割の形成に関連 し

て周辺の開発が進められていたと考えられる。

中世 (鎌倉 。室町時代 )

観音寺遺跡の南環状道路調査地点など限られた場所で、掘立柱建物や土墳墓などの存在が確認されて

いる ((財)徳島県埋蔵文化財センター 1998)。 また、敷地遺跡第Ⅱ群の調査地点においても、鎌倉時

代の屋敷地とみられる掘立柱建物や土壊墓が検出されている ((財)徳島県坦蔵文化財センター1999b、

2002c)。

鮎喰川扇状地の南側の山塊には一宮城が築かれている。一宮城は鎌倉期の守護、小笠原氏が築城 した

とされ、その後、一宮氏、細川氏、三好氏、長宗我部氏と主が入れ替わった。羽柴秀吉による四国侵攻

後、蜂須賀家政が天正13年 (1585)に 阿波に移された際に入城 し、徳島城に移るまで居城としていた。

(氏家)
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Ⅲ 遺跡の地形と基本層序





遺跡の地形

観音寺遺跡は、吉野川の支流である鮎喰川の左岸に形成された扇状地上に立地する。この扇状地は徳

島市国府町延命付近を扇の要とし、石井町利包から桜間、不動、佐古を結ぶ地域を扇端とする半径約 6 km

の規模である。扇状地性の沖積地の発達によって河道が固定化される弥生時代中期以降には、集落を形

成しうる安定した地形環境になったと考えられる。また、鮎喰川は御荷鉾構造線などの破砕帯を通過す

ることによって礫の供給が豊富であり、下流に至るまで礫床河川となっている。平野部下層においても

同様の傾向が指摘されている。

本遺跡は、この扇状地のほぼ中央に位置する。調査地点の標高は6～ 8mを 測る。遺跡周辺の微地

形は、扇状地形に従って南から北に向かって緩やかに傾斜している。前章でもふれているが、周辺には

多くの埋没河川や旧河道がある。これらが洪水時の流路となることで、地形の起伏を残す結果となった

と考えられる。また、この地域には鮎喰川の伏流水による湧水地点が多い。現在も調査地の南西約300m

には舌洗池がある。その湧水が現在の舌洗川の流れとなり、調査地点の中央部を南東から北西方向へと

流れている。古代には、このような自然流路が形成した低湿地が、観音寺遺跡周辺に広がっていたと考

えられる。国府町観音寺坂東家が所蔵する「観音寺村給地配置絵図」などによれば、舌洗川は現在とほ

ぼ同じ位置に記されている。調査地点周辺では、「深田」を意味する「ふけ」もしくは「ぶけ」の字名

が見えることからも湿地帯であつたことがうかがえる。(大橋)

参考文献

古田 昇 2002 「地理学からみた観音寺遺跡周辺の地形環境の変化」

『観音寺遺跡 I』 (財)徳島県埋蔵文化財センター

藤川智之 2002 「考古学から見た阿波国府研究の現状」『観音寺遺跡 I』 (財)徳島県埋蔵文化財セン

ター

2 基本層序

観音寺遺跡は徳島環状線国府工区の建設に伴って発掘調査が行われたため、調査は路線幅である東西

約60mで、南北に延長約240mの範囲に及んだ。調査は1998年度から2007年度にわたって、現在の地割

り単位で行われてきた。各年度ごとに土層堆積を記録 した結果、南北の上層堆積状況に大きな相違が認

められた。最 も大きな相違は2003年度 8区 と2000年度 1-2区 を境に認められる (第 4図 )。 第 5図 の

土層柱状図①～④間である。北側の①～①では遺構面が形成されるのに対して、南側の③～①では自然

流路の堆積が見られた。よって本遺跡は、北側の集落部分と南側の自然流路部分で大きく2分されるこ

ととなる。

北側の①～①は現地表面が標高約6mで、もともと水田耕作地であった。①～①において最大5面

の遺構面を確認したが、上層の第 1～ 3面は古代から中世に形成された水田面であつた。全ての範囲に

存在する第4遺構面の地形を見ると北側①が最も高く、一旦①～①で下がつた後に再び③で上昇する。

①は北側の敷地遺跡から続く微高地の縁辺部であり、◎は自然流路によって形成された自然堤防にあた

ると考えられる。①～①は自然流路の後背湿地にあたり、最も水田が重複して形成されている。
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第6図 は自然流路 (SR3001)内 の堆積を表した土層柱状図である。①～①は調査区西端の、⑥～①は

東端の土層堆積を北から順に表している。この部分の現況は宅地で、現地表面は標高7.8mであるが、

これは約2m以上の盛土によるものである。もとの地表面は標高5。 5m付近であったと考えられるが、

盛土の厚さが異なるのは現代に攪乱された部分が多いことによる。①は自然流路の北側の岸であり、第

5図の①と同じ堆積を示している。一方⑥は南側の岸にあたり、両岸の標高は4.8m付近で確認された。

Oでは遺構面が確認されなかったことから、実際の自然流路の肩は、さらに南側に存在すると考えられ

る。

自然流路内の堆積層は非常に複雑な状況であつた。厚さ 5～ 10cmの単位で分層 し数十層に細分された

が、それらを全ての対応関係を把握することは困難であつた。特徴的な層を鍵として、 I～ Ⅸ層にまと

めた大別層位 として対応関係を把握 した。鍵 となる層にはⅢ層上部のオリーブ黒色の砂質シル ト層、強

い粘性をもつ灰オリーブ色粘質土であるⅣ層、オリーブ灰色シル トと砂質シル トが互層に堆積 したⅥ

層。厚さ約 lmの オリーブ黒色粗砂層であるⅧ層がある。年代の新 しい I、 Ⅱ層 と古いⅥ、Ⅷ層は全

範囲に認められるが、中間の層位には一部にしか認められないものもある。また地下水位の測定結果に

より、ほとんどの調査区において標高2.5m(Ⅷ層)ま でを掘削限界としたが、2000年度の調査 (③、

③、①)は最深部で標高 Omま で掘削したためⅨ層が存在している。以下、各層位ごとの特徴を記述

していく。

I層 は、自然流路埋没後に堆積した層である。現在の舌洗川の川底の堆積層も含まれ、攪乱を受けて

いる部分が多く見られた。現舌洗川の堆積層からは木簡 2点が出土しているが 1点は戦後のものであっ

た。

Ⅱ層もI層 と同様に自然流路埋没後の堆積層である。北側の⑤、③、⑥、①において約60cm以上の層

厚があるが、南側は薄い傾向がある。自然流路が埋没し周辺に水田が営まれる以前の堆積であると考え

られる。現在に近い河道で舌洗川の流れが存在し、その中に遺物が含まれていた。木簡 2点が出上した。

内 1点は角塔婆状の木製品に梵字が書かれたものである。

Ⅲ層は自然流路が埋没する最終段階のもので、全ての地点で確認された。南東部の①、①で約50cmの

層厚があるが、それ以外は10～ 20cmの堆積である。堆積土は細砂を含むシルトを主体とし、間に細砂層

を挟む。土器や木製品を多量に含み、種類も豊富である。木簡力認1点 出上している。

Ⅳ層は粘性の高いシルトを主然とする層である。北側の⑤、⑥、①には存在しない。◎と①には厚さ

50cmの 堆積が見られることから、この時期の流れの主体は◎と①を結んだラインであったと考えられ、

北側には広がっていなかったと考えられる。土器、木製品の出土量は減る傾向にある。木簡も19点であ

る。

V層 は粘性の強いシルトと粘土からなるが、粗砂を含み自然木も多く含まれる。Ⅳ層と同様に北側の

堆積は薄く③、⑥、①では見られない。③と◎においても10～ 20cmの層厚である。一方南側の⑥で最も

厚く、約50cmほ ど堆積している。③と①、①を結ぶラインが流れの主体であったと推定できる。木簡は

最も多く73点が出土しているが、土器や木製品はそれほど多く出上しない。

Ⅵ層は砂質シルトとシルト、自然木を多く含む層が交互に堆積する。ほとんどの部分に堆積している

が、北側に厚く南側に薄い傾向が見られる。特に⑥、⑥、①では標高3.7m付近が上面であり、V層 上

面とほぼ同じ標高に位置する。遺物は少なく木簡も1点のみである。V段階の流路により浸食され、都

分的に中洲状の高まりとして残存したものと考えられる。

―- 28 -―



Ⅶ層は粘性の強いシルト層に粗砂が多く含まれる (第447図 )。 1998年 度 1区のみに顕者に見られる。

厚さ約80cmの 層である。木簡が 5点が出上したほか、墨書土器も出上した。

Ⅷ層は金ての範囲に厚く堆積する粗砂層である。直径 2 nm前後の粗砂を主体とするが、直径 5～ 1041m

の礫を比較的多く含んでいる。ほとんどの調査区は、この層で掘削を終えている。掘削を行つた◎、③、

①を見ると、西側の③、⑥では層厚が lm、 東側①では60cmである。遺物は多く含まれているが、摩滅

したものが多く見られ、かなりの水量があったと推定される。

Ⅸ層はⅧ層より下層を掘削した B、 C、 Hのみに見られるが、堆積範囲や層厚は確認できなかった。

粘性の強いシルトを主体としている。遺物量は少ないが、木簡が 1点 出上している。(大橋)
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Ⅳ 調 査 成 果





遺構配置

観音寺遺跡は国道192号線からJR四 国・徳島本線までの範囲に位置する。鮎喰川の扇状地形により

緩やかに南へ下る地形であるが、気延山以北では、ほとんど傾斜は見られない。遺跡周辺では逆に、北

側の敷地遺跡へ向かって緩やかに上 りの傾斜を見せ微高地が点在する地形になる。微高地に立地する敷

地遺跡では古墳時代後期を中心とした集落が形成されているが、本遺跡はその南側の縁辺部と低地部分

にあたると考えられる。よって住居跡などは見られず、自然流路とその周辺に水田が形成されることと

なる。

中世から古墳時代後期にわたる 5時期の遺構面を確認 した (第 7図 )。 上層の第 1、 第 2遺構面では

中世の水田面を検出した。主に遺跡の北半に存在する。南半は攪乱が多いため検出は出来なかったが、

一連の水田の広がりが想定される。水田には複数の溝状遺構が見られるが方向は一定しておらず、条里

が衰退した後の遺構と考えられる。また、この時期の舌洗川の河道は現在とほぼ同じ位置にあったと考

えられる。第 3遣構面では遺跡の北側に水田が営まれているが、南側では自然流路 (SR3001)が確認

された。遺跡の中央部において流路の北岸を検出したところ、南東から北西方向の流れであるとことが

想定された。一方、南岸は調査区南西隅で僅かに確認できた。北岸とほぼ平行に肩が検出できたことか

ら、この自然流路の流域は川幅約90mの規模で、南東から北西方向への流れであったことが確認でき

た。第 4遺構面では北側で新たな流路 (SR4001)が確認された。川幅約 5mで南東から北西方向に流

れ、調査区の東側で自然流路 (SR3001)か ら分流 したものと推測される。また SR3001の そばに土墳墓

の集中部 (土娠墓群)が見られた。第 5遺構面では北側の自然流路 (SR5001)は 、SM001と 同じ位置

に存在するが、規模は大 きく川幅が約20mに 達することが明らかとなった。SR5001の 両岸でも、土墳

墓の集中部が数力所見られる。 (大橋 )

2

ゴヒ

( 1

遺構 と遺物

区 (1999・ 2001年度 )

)第 1遺構面

掘立柱建物跡 (SA1001)(第 9図 )

位置

大グリッドLoc,G-1、 中グリッドα―Ⅳ、小グリッドA-4に 位置する梁間 2間、桁行 2間の東西

方向を主軸とする総柱建物である。

規模と形状

桁行4.80m、 梁間の最大幅2.9mの台形である。

掘立柱建物跡内柱穴 (SA1001 EP01)(第 9図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅳ、小グリッドA-4に位置する。
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第 5遺構面

第 7図 観音寺遺跡の遺構・流路の変遷

第 4遺構面
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規模と形状

検出長0。 30m、 最大幅0。 26m、 最大深度0.10mの楕円形である。

土層

遺構の堆積土はオリーブ責色を呈するシル トによる単一層である。

掘立柱建物跡内柱穴 (SA1001 EP02)(第 9図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅳ、小グリッドA-4に位置する。

規模と形状

検出長0。 36m、 最大幅0。 28m、 最大深度0。 14mの楕円形である。

土層

遺構の堆積土はオリーブ責色を呈するシル トによる単一層である。

掘立柱建物跡内柱穴 (SA1001 EP03)(第 9図 )

位置

大グリッドLocoG-1、 中グリッドα一Ⅳ、小グリッドA-4に位置する。

規模と形状

検出長0,30m、 最大幅0。 20m、 最大深度0。 18mの精円形である。

土層

遺構の堆積土はオリーブ黄色を呈するシル トによる単一層である。

掘立桂建物跡内桂穴 (SA1001 EP04)(第 9図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅳ、小グリッドA-4に位置する。

規模と形状

検出長0.32m、 最大幅0。 28m、 最大深度0.27mの精円形である。

土層

遺構の堆積土はオリーブ責色を呈するシル トによる単一層である。

掘立柱建物跡内桂穴 (SA1001 EP05)(第 9図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα一Ⅳ、小グリッドA-4に位置する。

規模と形状

検出長0。 27m、 最大幅0。 22m、 最大深度0。 13mの楕円形である。

土層

遺構の堆積土はオリーブ黄色を呈するシル トによる単一層である。
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掘立柱建物跡内柱穴 (SA1001 EP06)(第 9図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅳ、小グリッドA-4に位置する。

規模と形状

検出長0。 14m、 最大幅0.12m、 最大深度0,12mの 円形である。

土層

遺構の堆積土はオリーブ責色を呈するシル トによる単一層である。

掘立桂建物跡内柱穴 (SA1001 EP07)(第 9図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα一Ⅳ、小グリッドA-4に位置する。

規模と形状

検出長0。 21m、 最大幅0。 21m、 最大深度0。 12mの 円形である。

土層

遺構の堆積土はオリーブ責色を呈するシル トによる単一層である。

溝 (SD1001)(第 10図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα一Ⅲ、小グリッドB-19に位置する。

規模と形状

検出長2.08m、 最大幅0.35m、 最大深度0.06mの溝である。

土層

遺構の堆積土は、にぶい責色を呈するシル トによる単一層である。

溝 (SD1002)(第 10図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅲ、小グリッドB-18に位置する。

規模と形状

検出長4.30m、 最大幅0.66m、 最大深度0。 29mの溝である。

上層

A― Bは 6層 に分層 した。 1層 は灰白色を呈するシル ト層である。 2層 ～ 5層 は浅責色を呈するシル

ト層である。 6層 は灰白色を呈するシル ト層である。

C― Dは 10層 に分層 した。 1層 ～ 3層 は灰白色を呈するシル ト層である。 4層 は浅責色を呈するシル

ト層である。 5層 は灰白色を呈するシル ト層である。 6層 は浅責色を呈するシル ト層である。 7層 はに

ぶい責色を呈するシル ト層である。 8層、 9層 は浅黄色を呈するシル ト層である。10層 は責掲色を呈す

るシル ト層である。
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第10図 北区 (1999・ 2001年度)SD1001・ SD1002平・断面図

水田跡 (S11001)(第 8図 )

位置

大グリッドLoc.F、 G-1、 中グリッド8、 α~Ⅲ 、Ⅳ、小グリッドS～ B-12～ 3に位置する。

規模と形状

検出長36.20m、 最大幅15。 00mの平行四辺形である。

水田跡 (S11002)(第 8図 )

位置

大グリッドLoc.F、 G-1、 中グリッド8、 α~Ⅲ 、小グリッドS～ B-12～ 14に位置する。

規模と形状

検出長■.00m、 最大幅15.00mの 台形である。

水田跡 (S11003)(第 8図 )

位置

大グリッドLoc.F、 G― と、中グリッド8、 α~Ⅲ 、小グリッドS～B-8～ 12に位置する。

0           2m
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2.5Y5/4 黄褐    シルト

0            60cm

―第11図 北区 (1999・ 2001年度)SK1001平・断面図

規模と形状

検出長24.00m、 最大幅15.00mの 台形である。

土坑 (SK1001)(第 11図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッドε一Ⅳ、小グリッドT-3に位置する。

規模と形状

検出長1,16m、 最大幅1.16m、 最大深度0。 66mの 円形である。

土層

遺構の堆積土は11層 に分層 した。 1層 は浅責色を呈するシル ト層である。 2層 は灰白色を呈するシル

ト層である。 3層 は灰黄色を呈するシル ト層である。 4層 は浅責色を呈するシル ト層である。 5層 はに

ぶい責色を呈するシル ト層である。 6層 はオリーブ黄色を呈するシル ト層である。 7層 は灰黄色を呈す

るシル ト層である。 8層 はオリーブ責色を呈するシル ト層である。 9層 は責褐色を呈するシル ト層であ

る。10層 は灰責色を呈するシル ト層である。■層は責褐色を呈するシル ト層である。
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0            60cm
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3 5Y6/1  灰        シル ト
4 2.5Y6/6 暗責褐    シル ト
5 5Y5/2 灰オリーブ  シル ト

第12図 北区 (1999。 2001年度)SK1002平 ・断面図・遺物出土状況 ドット図

土坑 (SK1002)(第 12図 )

位置

大グリッドLoc,G-1、 中グリッドα―Ⅲ、小グリッドB-19に位置する。

規模と形状

検出長2.56m、 最大幅1.95、 最大深度0,60mの楕円形である。

土眉

遺構の堆積土は 5層 に分層 した。 1層 、 2層 は灰オリーブ褐色を呈するシル ト層である。 3層 は灰色

を呈するシル ト層である。 4層 は暗黄褐色を呈するシル ト層である。 5層 は灰オリーブ色を呈するシル

ト層である。

出土遺物 (第476図 )

金属製品は2点を図化 した。2830直刀、2割1鉄片である。
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L=5400m

2         1     2

A                   B

5Y6/2 灰黄   シル ト
5Y6/3 にぶい黄 シル ト

0            60cm

―第14図 北区 (1999。 2001年度)

SK1005平・断面図

規模と形状

検出長1.12m、 最大幅1.10m、 最大深度0.27mの正方形である。

土層

遺構の堆積土は4層 に分層 した。 1層 は灰オリーブ色を呈するシル ト層である。 2層 は灰責色を呈す

るシル ト層である。3層 はにぶい責色を呈するシル ト層である。4層 は灰責色を呈するシル ト層である。

X=119000

土坑 (SK1003)(第 13図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα一Ⅲ、小

グリッドA-14に位置する。

規模と形状

検出長1,70m、 最大幅0。 76m、 最大深度0。 16m

の長方形である。

上層

遺構の堆積土は4層 に分層 した。 1層 ～ 3層 は

灰白色を呈するシル ト層である。 4層 は灰オリー

ブ色を呈するシル ト層である。

上坑 (SK1004)(第 13図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅲ 、小

グリッドS-14に位置する。
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す
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SP1002
0

(1999。 2001年度)SP1001・ SP1002平・断面図第15図 北区
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第16図 北区 (1999。 2001年度)第 1包含層出土遺物

土坑 (SK1005)(第 14図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅲ 、小グリッドS― ■に位置する。

規模と形状

検出長1,12m、 最大幅0。 28m、 最大深度0,08mの 二等辺三角形である。

上層

遺構の堆積土は2層 に分層 した。 1層 は灰黄色を呈するシル ト層である。 2層 は、にぶい責色を呈す

るシル ト層である。

柱穴 (SP1001)(第 15図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅳ、小グリッドA-4に位置する。

規模と形状

検出長0,16m、 最大幅0.14m、 最大深度0,06mの楕円形である。

土層

遺構の堆積土はオリーブ責色を呈するシル トによる単一層である。

柱穴 (SP1002)(第 15図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅳ、小グリッドA-4に位置する。

規模と形状

検出長0.53m、 最大幅0,41m、 最大深度0。 30mの精円形である。

上層

遺構の堆積土はオリーブ黄色を呈するシル トによる単一層である。

第 1包含層出土遺物 (第 16図 )

1は 陶器の悟鉢である。 2は 白磁椀である。 3、 4は土錘である。 5は砂岩の敲石である。

時期

中世 (14世紀後半)である。
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第17図 北区 (1999。 2001年度)第 2遺構面 調査区遺構平面図
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(2)第 2遺構面

溝 (SD2001)(第 18図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅳ、小グリッドQ～T-3に位置する。

規模と形状

検出長44.60m、 最大幅0.04～ 0。 18m、 最大深度0.06mの溝で、N-13° 一Wを軸 としているが、北半

は真北方向へ弧を描 く。

土層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

清 (SD2002)(第 18図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅳ、小グリッドQ～T-3に位置する。

規模と形状

検出長44.60m、 最大幅0.04～ 0。 18m、 最大深度0.04mの溝で、SD2001と ほぼ平行に位置する。

土層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

水田跡 (S12001)(17図 )

位置

大グリツドLoc.F、 G-1、 中グリッド8、 α~Ⅲ、Ⅳ、小グリッドS～B-14～ 3に位置する。

規模と形状

検出長45.60m、 最大幅13,60mの長方形である。

水田跡 (S12002)(第 17図 )

位置   '

大グリッドLoc,F、 G-1、 中グリッドε、α一Ⅲ、小グリッドS～ B-10～ 14に位置する。

規模と形状

検出長18.00m、 最大幅13.00mの不定形である。

水田跡 (S12003)(第 17図 )

位置

大グリッドLoc.F、 G-1、 中グリッド8、 α~Ⅲ 、小グリッドR～A-8～ 13に位置する。

規模と形状

検出長18.20m、 最大幅10,80mの 不定形である。
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水田跡 (S12004)(第 17図 )

位置

大グリッドLoc,F、 G-1、 中グリッドα―Ⅲ、小グリッドA～B-12～ 14に位置する。

規模と形状

検出長6。 20m、 最大幅4.20mの 三角形である。

水田跡 (S12005)(第 17図 )

位置

大グリッドLoc.F、 G-1、 中グリッド8、 α~Ⅲ ～Ⅳ、小グリッド0～ S-9～ 13に位置する。

規模と形状

検出長68。 80m、 最大幅14.40mの 長方形である。

水田跡 (S12006)(第 17図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッドε―Ⅳ、小グリッドK～S-3～ 6に位置する。

規模と形状

検出長48.40m、 最大幅11,00mの 長方形である。

柱穴 (SP2001)(第 19図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅲ、小グリッドT-18に位置する。

規模と形状

検出長0。 16m、 最大幅0。 14m、 最大深度0.16mの 円形である。

土層

遺構の堆積土は灰黄色を呈するシル トによる単一層である。

柱穴 (SP2002)(第 19図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅲ、小グリッドA-18に位置する。

規模と形状

検出長0。 16m、 最大幅0。 15m、 最大深度0,18mの 円形である。

土層

遺構の堆積土は灰黄色を呈するシル トによる単一層である。

柱穴 (SP2003)(第 19図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅲ、小グリッドT-18に位置する。
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規模と形状

検出長0。 26m、 最大幅0.20m、 最大深度0,18mの 円形である。

土層

遺構の堆積土は灰責色を呈するシル トによる単一層である。

柱穴 (SP2004)(第19図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅲ、小グリッドA-17に位置する。

規模と形状

検出長0。 16m、 最大幅0。 15m、 最大深度0.15mの 円形である。

土層

遺構の堆積土は灰責色を呈するシル トによる単一層である。

柱穴 (SP2005)(第19図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα一Ⅲ、小グリッドA-17に位置する。

規模と形状

検出長0。 19m、 最大幅0。 18m、 最大深度0。 24mの 円形である。

土層

遺構の堆積土は灰黄色を呈するシル トによる単一層である。

柱穴 (SP2006)(第19図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅲ、小グリッドA-17に位置する。

規模と形状

検出長0。 15m、 最大幅0.15m、 最大深度0。 16mの円形である。

上層

遺構の堆積土は灰責色を呈するシル トによる単一層である。

桂穴 (SP2007)(第 20図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅲ、小グリッドB-16に位置する。

規模と形状

検出長0。 18m、 最大幅0。 16m、 最大深度0.08mの 円形である。

土層

遺構の堆積土は灰責色を呈するシル トによる単一層である。
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第21図 北区 (1999。 2001年度)SX2001平 ・断面図

柱穴 (SP2008)(第 20図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅲ、小グリッドA-16に位置する。

規模と形状

検出長0.16m、 最大幅0。 14m、 最大深度0。 14mの円形である。

土層

遺構の堆積土は灰責色を呈するシル トによる単一層である。

柱穴 (SP2009)(第 20図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリ

規模と形状

検出長0。 16m、 最大幅0。 14m、

ツド8~Ⅳ、小グリッドT-3に位置する。

最大深度 0,1lmの円形である。
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デ 兵 6

土層

遺構の堆積土は灰色を呈するシル トによる単一層である。

9      109m     
柱穴 (SP2010)(第 20図 )

第22図 北区 (1999。 2001年度)   位置

第 2包含層出土遺物     大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅳ、小 グリッドT―

2に位置する。

規模と形状

検出長0.16m、 最大幅0。 12m、 最大深度0.06mの楕円形である。

土層

遺構の堆積土は灰黄色を呈するシル トによる単一層である。

桂穴 (SP2011)(第 20図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα一Ⅳ、小グリッドA-1に位置する。

規模と形状

検出長0.24m、 最大幅0。 24m、 最大深度0.06mの 円形である。

土層

遺構の堆積土は灰色を呈するシル トによる単一層である。

柱穴 (SP2012)(第 20図 )

位置

大グリッドLoc,G-1、 中グリッドα一Ⅳ、小グリッドA-2に位置する。

規模と形状

検出長0.21m、 最大幅0。 21m、 最大深度0.06mの 円形である。

土層

遺構の堆積土は灰色を呈するシル トによる単一層である。

不明遺構 (SX2001)(第 21図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα一Ⅲ、小グリッドA-8、 9に位置する。

規模と形状

検出長2.25m、 最大幅0。 70m、 最大深度0。 10mの溝である。

土層

遺構の堆積土は明緑灰色を呈するシル トによる単一層である。

第 2包含層出土遺物 (第22図 )

6は緑釉陶器の重の高台である。時期は平安時代である。
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(3)第 3遺構面

清 (SD3001)(第24図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅳ、小グリッドS-3～ 5に位置する。

規模と形状

検出長9.80m、 最大幅1.00m、 最大深度0,10mの溝である。東西方向にS字状に蛇行する。

土層

A―Bは 5層 に分層 した。 1層 は灰オリーブ色を呈するシル ト層である。 2層 は灰責色を呈するシル

ト層である。 3層 はにぶい責色を呈するシル ト層である。 4層 は灰黄色を呈するシル ト層である。 5層

は、にぶい黄色を呈するシル ト層である。

C― Dは 4層 に分層 した。 1層 は灰オリーブ色を呈するシル ト層である。 2層 は仄責色を呈するシル

ト層である。 3層 は、にぶい黄色を呈するシル ト層である。 4層 は灰黄色を呈するシル ト層である。

E― Fは 3層 に分層 した。 1層 は灰オリーブ色を呈するシル ト層である。 2層 は、にぶい黄色を呈す

るシル ト層である。 3層 は灰黄色を呈するシル ト層である。

G― Hは 2層 に分層 した。 1層 は灰オリーブ色を呈するシル ト層である。 2層 はにぶい責色を呈する

シル ト層である。

出土遺物・時期

7は土師器の杯である。時期は平安時代である。

溝 (SD3002)(第25図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅳ、小グリッドS-3～ 5に位置する。

規模と形状

検出長9.55m、 最大幅1.05m、 最大深度0.15mの 溝である。N-14° 一Wを軸 としているが、北端が

東へ屈曲している。

土層

A― B、 C― D、 E― F、 G― Hの堆積土は灰オリーブ色を呈するシル ト質土層による単一層である。

M一Nの堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

O― Pの堆積土はオリーブ責色を呈するシル トによる単一層である。

出土遺物・時期

8は土師器の皿である。2839は釘である。時期は平安時代である。

清 (SD3003)(第26図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅳ、小グリッドL～ S-2～ 4に位置する。

規模と形状

検出長37.90m、 最大幅1.20m、 最大深度0,50mの溝である。
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土層

A― Bの堆積土は灰オリーブ色を呈するシル ト質の単一層である。

C― Dの堆積土は灰オリーブ色を呈するシル ト質の単一層である。

水田跡 (Si3001)(第 23図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅲ、Ⅳ、小グリッドM～T-19～ 3に位置する。

規模と形状

検出長39.60m、 最大幅16.80mの 長方形である。

水田跡 (S13002)(第 23図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅲ、小グリッドL～ T-17～ 20に位置する。

規模と形状

検出長45。 00m、 最大幅12.80mの 台形である。

水田跡 (Si3003)(第 23図 )

位置

大グリッドLoc.F、 G-1、 中グリッド8、 α~Ⅲ 、小グリッド0～B-15～ 171こ位置する。

規模と形状

検出長36.00m、 最大幅12.00mの 台形である。

水田跡 (Si3004)(第 23図 )

位置

大グリッドLoc.F、 G-1、 中グリッド8、 α~Ⅲ 、小グリッドQ～B-12～ 14に位置する。

規模と形状

検出長27。 10m、 最大幅12。 40mの三角形である。

水田跡 (S13005)(第 23図 )

位置

大グリッドLoc,F、 G-1、 中グリッド8、 α~Ⅲ 、小グリッドK～A-10～ 20に位置する。

規模と形状

検出長72.60m、 最大幅6.40mの長い帯状である。

水田跡 (Si3006)(第 23、 27図 )

位置

大グリッドLoc.F、 G-1、 中グリッド8、 α~Ⅲ、小グリッドK～A-8～ 151こ位置する。
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規模と形状

検出長53.60m、 最大幅25,60mのいびつな台形である。

出土遺物 。時期

9は土師器の皿である。10は平瓦である。時期は平安時代である。

水田跡 (S13007)(第 23図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅳ、小グリッドQ～S-3～ 5に位置する。

規模と形状

検出長13.60m、 最大幅9。 20mの長方形である。

水田跡 (Si3003)(第 23図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッドε―Ⅲ、小グリッドH～N-13～ 19に位置する。

規模と形状

検出長30。 20m、 最大幅19.60mの 台形である。

水田跡 (S13009)(第 23図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅲ、小グリッドH～L-11～ 15に位置する。
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10

第27図 北区 (1999。 2001年度)S13006出土遺物

規模と形状

検出長28。 60m、 最大幅8.20mの 台形である。

水田跡 (S13010)(第 23図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅳ 、小グリッドK～P-4～ 6に位置する。

規模と形状

検出長25。 80m、 最大幅6.60mの長方形である。

水田跡 (Si301 1)(第 23図 )

位置

大グリッドLocoF-1、 中グリッド8~Ⅲ 、Ⅳ、小グリッドJ～L-20～ 4に位置する。

規模と形状

検出長19.00m、 最大幅15。 00mの 台形である。

水田跡 (S13012)(第 23図 )

位置

大グリッドLoc.F、 G-1、 中グリッド8、 α~Ⅲ、ガヽグリッドI～ A-10～ 20に位置する。

規模と形状

検出長79.20m、 最大幅9.80mの長い帯状である。

柱穴 (SP3001)(第 28図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅳ、小グリッドT-1に位置する。
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規模と形状

検出長0。 26m、 最大幅0。 25m、 最大深度0.04mの 円形である。

土層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

柱穴 (SP3002)(第 28図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅲ 、小グリッドT-19に位置する。

規模と形状

検出長0.18m、 最大幅0。 16m、 最大深度0.09mの 円形である。

土層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

柱穴 (SP3003)(第 28図 )

位置

大グリンドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅲ、小グリッドA-19に位置する。

規模と形状

検出長0.22m、 最大幅0。 20m、 最大深度0.09mの 円形である。

上層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

柱穴 (SP3004)(第 28図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅲ、小グリッドA-19に位置する。

規模と形状

検出長0.21m、 最大幅0.20m、 最大深度0.04mの 円形である。

土層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

柱穴 (SP3005)(第 28図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅲ、小グリッドA-18に位置する。

規模と形状

検出長0。 23m、 最大幅0。 23m、 最大深度0.07mの 円形である。

上層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

―-65-一



潤1猟
Y=89792

中＋
―

③

一

X=118999

1 5Y6/2灰 オリーブ

SP3001

L=5000m

1 5Y6/2 灰オリージ ンルト

SP3002

Y=89789

Y=89790
L=5400m

5Y6/2灰 オリーブ シルト

SP3004

V

5Y6/2灰 オリーブ シルト

SP3005

5Y6/2灰 オリーブ シルト

SP3003

X=119001

lv

5Y6/2灰 オリーブ シルト

SP3006

枷餌+

”
　

　

　

　

一

Y=89787

れ詐 ③ ―

L=5000m

5Y6/2灰 オリーブ シルト

SP3007

Y=89732m■

1 5Y6/2灰 オリーブ シルト

SP3009

1 5Y6/2 灰オリーブ シルト

SP3008

第28図 北区 (1999・ 2001年度)SP3001・ SP3002・ SP3003・ SP3004・

SP3005。 SP3006。 SP3007・ SP3008。 SP3009ど平 。断面図

―- 66 -―



柱穴 (SP3006)(第 28図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα一Ⅲ、小グリッドA-18に位置する。

規模と形状

検出長0。 17m、 最大幅0。 16m、 最大深度0.05mの 円形である。

土層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル ト層による単一層である。

柱穴 (SP3007)(第28図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッドε―Ⅲ、小グリッドT-18に位置する。

規模と形状

検出長0。 20m、 最大幅0。 15m、 最大深度0。 1lmの楕円形である。

土層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

柱穴 (SP3008)(第 28図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅲ、小グリッドT-17に位置する。

規模 と形状

検出長0,27m、 最大幅0。 15m、 最大深度0。 10mの精円形である。

土層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

柱穴 (SP3009)(第 28図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅲ、小グリッドA-17に位置する。

規模と形状

検出長0。 20m、 最大幅0.19m、 最大深度0.03mの 円形である。

上層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

桂穴 (SP3010)(第 29図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッドε―Ⅲ、小グリッドT-16に 位置する。

規模と形状

検出長0。 21m、 最大幅0。 17m、 最大深度0.08mの楕円形である。
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土層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

柱穴 (SP3011)(第 29図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅲ、小グリッドT-16に位置する。

規模 と形状

検出長0。 15m、 最大幅0。 15m、 最大深度0,06mの 円形である。

土層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

桂穴 (SP3012)(第 29図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅲ、小グリッドA-16に位置する。

規模と形状

検出長0。 15m、 最大幅0。 12m、 最大深度0.04mの精円形である。

土層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

柱穴 (SP3013)(第 29図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα一Ⅲ、小グリッドA-16に位置する。

規模と形状

検出長0。 20m、 最大幅0。 18m、 最大深度0.05mの 円形である。

土層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

柱穴 (SP3014)(第 29図 )

位置

大グリッドLoc,G-1、 中グリッドα一Ⅲ、小グリッドA-16に位置する。

規模と形状

検出長0.22m、 最大幅0.15m、 最大深度0,05mの楕円形である。

土層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

柱穴 (SP3015)(第29図 )

位置

大グリンドLoc,G-1、 中グリッドα―Ⅲ、小グリッドA-16に位置する。
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規模と形状

検出長0。 21m、 最大幅0,21m、 最大深度0.03mの 円形である。

土層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

柱穴 (SP3016)(第 29図 )

位置

大グリッドLoc,G-1、 中グリッドα一Ⅲ、小グリッドA-16に位置する。

規模と形状

検出長0。 15m、 最大幅0。 14m、 最大深度0,06mの 円形である。

土層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

柱穴 (SP3017)(第29図 )

位置

大グリッドLoc,F-1、 中グリッド8~Ⅲ、小グリッドT-16に位置する。

規模と形状

検出長0。 20m、 最大幅0.20m、 最大深度0,05mの 円形である。

上層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

柱穴 (SP3018)(第 29図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅲ、小グリッドA-16に位置する。

規模と形状

検出長0。 27m、 最大幅0.25m、 最大深度0,05mの 円形である。

土層

遺構の堆積土は、灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

柱穴 (SP3019)(第 30図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα一Ⅲ、小グリッドA-16に位置する。

規模と形状

検出長0.20m、 最大幅0.19m、 最大深度0。 06mの 円形である。

土層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。
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土層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

柱穴 (SP3021)(第 30図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα一Ⅲ、小グリッドA-15に位置する。

規模と形状

検出長0,16m、 最大幅0.16m、 最大深度0.05mの 円形である。

土層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

柱穴 (SP3020)(第 30図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリ

規模と形状

検出長0。 29m、 最大幅0。 26m、

柱穴 (SP3022)(第 30図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリ

規模と形状

検出長0.26m、 最大幅0。 26m、

柱穴 (SP3024)(第 30図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリ

規模と形状

検出長0。 20m、 最大幅0。 19m、

ッドα―Ⅲ、小グリッドA-16に位置する。

最大深度0.06mの 円形である。

ッドα―Ⅲ、小グリンドA-15に位置する。

最大深度0.05mの 円形である。

ッドα―Ⅲ、小グリッドA-15に位置する。

最大深度0.02mの 円形である。

土層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

桂穴 (SP3023)(第 30図 )

位置

大グリッドLocoG-1、 中グリッドα一Ⅲ、小グリッドA-15に位置する。

規模と形状

検出長0,17m、 最大幅0。 17m、 最大深度0.05mの 円形である。

土層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。
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土層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

柱穴 (SP3025)(第 30図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα一Ⅲ、小グリッドA-15に位置する。

規模と形状

検出長0.18m、 最大幅0。 1lm、 最大深度0.03mの楕円形である。

土層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル ト層による単一層である。

柱穴 (SP3026)(第 30図 )

位置

大グリッドLoc,G-1、 中グリッドα―Ⅲ、小グリッドA-15に位置する。

規模と形状

検出長0。 18m、 最大幅0,17m、 最大深度0.05mの 円形である。

土層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル ト層による単一層である。

柱穴 (SP3027)(第 30図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅲ、小グリッドA-15に位置する。

規模と形状

検出長0.26m、 最大幅0。 22m、 最大深度0,07mの楕円形である。

土層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

柱穴 (SP3028)(第 31図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅲ、小グリッドT-13に位置する。

規模と形状

検出長0.32m、 最大幅0,26m、 最大深度0.03mの精円形である。

土層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

柱穴 (SP3029)(第 31図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅲ、小グリッドT-13に位置する。
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1
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第31図 北区 (1999・ 2001年度)

0               50cm

SP3028・ SP3029。 SP3030。 SP3031ど平・墜斤属罰1劉

規模と形状

検出長0。 21m、 最大幅0.18m、 最大深度0。 02mの楕円形である。

土層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

桂穴 (SP3030)(第 31図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅲ 、小グリッドT-12に位置する。

規模と形状

検出長0,15m、 最大幅0。 15m、 最大深度0.03mの 円形である。

櫛%+
Y=89756    L=4700m

~      1      ~

一

1 5Y6/2灰 オリーブ シルト

SP3030
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第33図 北区 (1999・ 2001年度)第 3包含層出土遺物

土層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

桂穴 (SP3031)(第 31図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα一Ⅲ、小グリッドA-14に位置する。

規模と形状

検出長0,10m、 最大幅0。 1lm、 最大深度0.02mの 円形である。

土眉

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

不明遺構 (SX3001)(第 32図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅳ、小グリッドT-3に位置する。

規模と形状

検出長1.38m、 最大幅1.16m、 最大深度0。 27mの 円形である。

土層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

第 3包含層出土遺物 (第33図 )

11は土師器の杯である。12は土師器の皿である。13は羽金の口縁部である。14～ 17は土錘である。

時期

平安時代である。
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(4)第 4遺構面

溝 (SD4001)(第 35図 )

位置

大グリッドLocoF、 G-1、 中グリッド8、 α~Ⅳ、小グリッドT～E-1～ 3に位置する。

規模と形状

検出長28.00m、 最大幅3,15m、 最大深度0,60mの直線状を呈する。N-13° ―Wを軸としている。

土層

A一 Bは 3層 に分層 した。 1層 は灰責色を呈する粘質土層である。 2層 は、にぶい黄色を呈する粘質

土層である。 3層 は灰オリーブ色を呈する砂質土層である。

C― Dは 2層 に分層 した。 1層 は灰黄色を呈する粘質土層である。 2層 は、にぶい責色を呈する粘質

土層である。

E一 Fは 5層 に分層 した。 l層 は灰黄色を呈する砂質土層である。 2層、 3層 は責褐色を呈する砂質

土層である。 4層、 5層 は、にぶい黄色を呈する粘質土層である。

G― Hは 2層 に分層 した。 1層 は灰黄色を呈する砂質土層である。 2層 は責褐色を呈する砂質土層で

ある。

I―」は4層 に分層 した。 1層 は灰黄色を呈する砂質土層である。 2層 は黄褐色を呈する砂質土層で

ある。 3層 は、にぶい黄色を呈する粘質土層である。 4層 は責褐色を呈する砂質土層である。

出土遺物・時期

18は土師器の皿である。時期は平安時代である。

清 (SD4002)(第36図 )

位置

大グリッドLoc.F、 G-1、 中グリッド8、 α~Ⅲ 、Ⅳ、小グリッドT～B-15～ 1に位置する。

規模と形状

検出長33.00m、 最大幅0。 60m、 最大深度0.35mの 直線状を呈する。N-76° 一Eを軸としている。

土層

A― Bは 2層 に分層 した。 1層 は灰責色を呈する粘質土層である。 2層 は、にぶい責色を呈する粘質

土層である。

C― Dは 3層 に分層 した。 1層 は灰責色を呈する粘質土層である。 2層 は、にぶい黄色を呈する粘質

土層である。 3層 はオリーブ褐色を呈する粘質土層である。

E― Fは 3層 に分層 した。 1層 は、にぶい黄色を呈する粘質土層である。 2層 は、にぶい責色を呈す

る粘質土層である。 3層 は責褐色を呈する粘質土層である。

G一 Hは灰責色を呈する粘質土による単一層である。

出土遺物・時期

19は土師器の杯である。時期は平安時代である。
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清 (SD4003)(第36図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅲ、小グリッドA-9、 10に位置する。

規模と形状

検出長3,00m、 最大幅0。 75m、 最大深度0。 10mの小さい溝である。

土層

遺構の堆積土は責灰色を呈する粘質土による単一層である。

出土遺物・時期

20は土師器の杯である。時期は平安時代である。

溝 (SD4004)(第37図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα一Ⅳ、小グリッドC～E-2～ 4に位置する。

規模と形状

検出長58.60m、 最大幅0.60m、 最大深度0。 20mの 溝である。西側は N-53° 一Wを軸 とした直線状

を呈 しているが、東端でやや蛇行する。

土層

A一 B～ M一 Nの堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

O― P～ Q― Rの堆積土は灰黄色を呈するシル トによる単一層である。

溝 (SD4005)(第 37図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッド8~Ⅳ 、小グリッドC～E-2、 3に位置する。

規模と形状

検出長49.80m、 最大幅0.52m、 最大深度0,13mの溝である。西半は N-57° 一Wを軸 とした直線状

を呈するが、東端ではやや北方向へ弧状にのびる。

土層

A― B～E一Fの堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。

G― H～K一Lの堆積土は灰黄色を呈するシル トによる単一層である。

出土遺物・時期

21は緑釉陶器の杯である。時期は平安時代である。

溝 (SD4006)(第 38図 )

位置

大グリッドLoc.F、 G-1、 中グリッド8、 α~Ⅳ、小グリッドK～B-2～ 4に位置する。

規模と形状

検出長56.20m、 最大幅2.46m、 最大深度0.54mの溝である。N-10° 一Wを軸とした直線状を呈する。
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土層

A一 B～ G― Hの堆積土はオリーブ黄色を呈するシル トによる単一層である。

I―」は2層 に分層 した。 l層、 2層 は黄灰色を呈するシル ト層である。

K― L、 O― Pは 4層 に分層 した。 1層 ～ 4層 は黄灰色を呈するシル ト層である。

M一 N、 Q― Rは 3層 に分層 した。 1層 ～ 3層 は黄灰色を呈するシル ト層である。

出土遺物・時期

22～ 24は土師器の杯である。23は赤色塗彩が施されている。時期は奈良～平安時代である。

溝 (SD4007)(第39図 )

位置

大グリッドLoc.F、 G-1、 中グリッド8、 α~Ⅳ、小グリッドK～B-2～ 5に位置する。

規模と形状

検出長54.80m、 最大幅2.12m、 最大深度0,68mの溝である。SD2006と ほぼ平行に掘られている。

上層

A― B、 G― H、 I―」は3層 に分層 した。 1層 ～ 3層 は灰責色を呈するシル ト層である。

C一 Dは 5層 に分層 した。 1層 ～ 5層 は灰責色を呈するシル ト層である。

E―Fは 4層 に分層 した。 1層 ～ 4層 は灰責色を呈するシル ト層である。

K― Lは 2層 に分層 した。 1層 は灰責色を呈するシル ト層である。 2層 は責灰色を呈するシル ト層で

ある。

M一 N～W一Xの堆積土はオリーブ黄色を呈するシル トによる単一層である。

小グリッドO-4地点で焼土が検出され、炭化物が 3カ 所点在 している。

清 (SD4008)(第40図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドε、α―Ⅳ、小グリッドN～C-3に位置する。

規模と形状

検出長11.80m、 最大幅0。 12m、 最大深度0,10� で、N-13皇 ―Wを軸とした直線状の溝である。並行

している SD4006と 4007の間に位置する。

土層

遺構の堆積土は灰黄色を呈するシル トによる単一層である。

溝 (SD4009)(第40図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッドε―Ⅳ、小グリッドL、 M-4～ 6に位置する。

規模と形状

検出長10.20m、 最大幅1.25m、 最大深度0.40mの溝である。N-77° ―Eを軸とした直線状を呈する。

土層

遺構の堆積土は黄灰色を呈するシル トによる単一層である。

―- 87 -―



L=5000m

A            B

1 2.5Y6/2 灰黄 シル ト

１
１１

ゝ
―

―
市

―

L=5000m
Y=89815     -――          ―――

引ど
舶削c― D

Y=89815

L=5000m

Aヤ B

＋
Ｙ〓８９，８２５

Dvc F―=下
く三正三ラ7π

イ~E

1 2.5Y6/1 黄灰 シルト

第40図  北区 (1999・ 2001年度)SD4008・ SD4009平・断面図

―- 88 -―



■
ミ
ヽ
　
目
報
一　
く
ぜ
０
ミ
　
一

口
韓
鱒
韓

準
捧
磐
囀
警

」

■
一舟ＡＸ
Ｘヽ
０
““

国
檀
鶏
ュ
辞
Ｆ
毒
ａ
〕
・，一０
怪
る
０
命
覺
↓
心
黒
ユ
恩
０
こ
一Ц
導

団
写
饂

ｒ
”
０
母
（
景
り

Ｏ
ｒ
ｅ
Ｈ
甲
の

。韓鱒韓準渫鱒鱒鱒ａ

-89-



L=5000m

X4489櫛+
Y=89755

大グリッドLoc.F-1、 中グリ

規模と形状

検出長5.80m、 最大幅1.00m、

た直線状を呈する。

D―
.卜と ィ||.C

1 2.5Y6/2 灰黄 シル ト

一

／
／
／

Ｄ

ｍ

３理 L=6000m

BITTギ
婆≦懲三歩TTTA

D― C

1  2.5Y6/3
2 2.5Y5/3
3 2.5Y4/4

SD4013
0           2m

第42図 北区 (1999・ 2001年度)SD4012・ SD4013平 。断面図

溝 (SD4010)(第41図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅳ 、小グリッドL-3～ 6に位置する。

規模と形状

検出長13.80m、 最大幅0.50m、 最大深度0.07mの溝である。東西方向で中央部が南側に張 り出した

弧状を呈する。

土層

遺構の堆積土は黄灰色を呈するシル トによる単一層である。

溝 (SD4011)(第41図 )

位置

にぶい黄  砂質土
黄褐    砂質土
オリーブ褐 粘質土

ツド8~Ⅳ 、小グリッドM-5、 6に位置する。

最大深度0。 10mの溝である。検出長が短いが、N-83° 一Eを 軸 とし

Y=89810
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土層

遺構の堆積土は灰白色を呈するシル トによる単一層である。

溝 (SD4012)(第42図 )

位置

大グリッドLocoF-1、 中グリッド8~Ⅲ、小グリッドH、 I-12、 13に位置する。

規模と形状

検出長7.00m、 最大幅0。 75m、 最大深度0.25mの 溝である。検出長は短いが、N-60° ―Wを軸 とし

た直線状を呈する。

上層

遺構の堆積土は灰黄色を呈するシル トによる単一層である。

清 (SD4013)(第42図 )

位置

大グリッドLoc,G-1、 中グリッドα一Ⅳ、小グリッドB-3、 4に位置する。

規模と形状

検出長2.60m、 最大幅1.00m、 最大深度0.25mの溝である。

土層

A― Bは 2層 に分層 した。 1層 は、にぶい黄色を呈する砂質土層である。 2層 は黄色を呈する砂質土

層である。

C― Dは 3層 に分層 した。 1層 は、にぶい黄色を呈する砂質土層である。 2層 は責褐色を呈する砂質

土層である。 3層 はオリーブ褐色を呈する粘質土層である。

溝 (SD4014)(第43図 )

位置

大グリツドLoc.F、 G-1、 中グリッド8、 α~Ⅳ、小グリッドT、 A-1～ 5に位置する。

規模と形状

検出長12.20m、 最大幅0。 70m、 最大深度0.25mの溝である。

土層

遺構の堆積土はオリーブ責色を呈するシル トによる単一層である。

清 (SD4015)(第44図 )

位置

大グリッドLoc.F、 ё-1、 中グリッド8、 α~Ⅳ、小グリッドR～A-3に位置する。

規模と形状

検出長13.40m、 最大幅1.05m、 最大深度0.05mの溝である。

土層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。
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第44図  北区 (1999。 2001年度 ) SD4015・ SD4016・ SD4017二平・断面図
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溝 (SD4016)(第44図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅳ、小グリッドB、 C-3に位置する。

規模と形状

検出長4。 20m、 最大幅0.55m、 最大深度0。 15mの溝である。

土層

遺構の堆積土は責褐色を呈する粘質上による単一層である。

清 (SD4017)(第44図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅳ、小グリッドB、 C-3に位置する。

規模と形状

検出長3.80m、 最大幅0。 95m、 最大深度0.40mの溝である。

土層

A― B、 C― Dは 4層 に分層 した。 1層 は灰責色を呈する砂質土層である。 2層 はにぶい責色を呈す

る砂質土層である。3層 は灰責色を呈する粘質土層である。4層 はオリーブ褐色を呈する粘質土層である。

溝 (SD4018)(第45図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅳ、小グリッドC～F-2～ 4に位置する。

規模と形状

検出長20。 20m、 最大幅2.65m、 最大深度0.45mの 溝で、「L」 字状を呈する。北半部は N-12° ―W
を軸とした直線状を呈する。

土層

A一 Bは 5層 に分層 した。 1層 は灰責色を呈する砂質土層である。 2層 は、にぶい黄色を呈する粘質

土層である。 3層 ～ 5層 は黄褐色を呈する砂質土層である。

C― Dは 6層 に分層 した。 1層 は灰黄色を呈する砂質土層である。 2層 は、にぶい黄色を呈する粘質

土層である。3層～ 5層 は黄褐色を呈する砂質土層である。6層 は、にぶい黄色を呈する砂質土層である。

E― Fは 3層 に分層 した。 1層 、 2層 は灰責色を呈する砂質土層である。 3層 は、にぶい責色を呈す

る砂質土層である。

G一 Hは 6層 に分層 した。 1層 は灰黄色を呈する砂質土層である。 2層 は、にぶい責色を呈する砂質

土層である。3層、4層 は責褐色を呈する砂質土層である。5層 は、にぶい黄色を呈する砂質土層である。

溝 (SD4019)(第46図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅳ、小グリッドC～E-2、 3に位置する。

規模と形状

検出長12.00m、 最大幅0.70m、 最大深度0.30mの 溝である。SD4018に 隣接 し、N-12° 一Wを軸 と
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している。

上層

A一 B、 C― Dの堆積土は黄褐色を呈する砂質上による単一層である。

E一Fの堆積土は責褐色を呈する粘質土による単一層である。

清 (SD4020)(第46図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅳ、小グリッドC～E-3に位置する。

規模と形状

検出長12.60m、 最大幅1.20m、 最大深度0。 10mの溝状である。SD4019に 隣接 して平行に掘られてい

る。

土層

遺構の堆積土は黄褐色を呈する粘質土による単一層である。

水田跡 (Sμ001)(第34図 )

位置

大グリッドLoc.F、 G-1、 中グリッド8、 α~Щ 、Ⅳ、小グリッド0～A-18～ 13に位置する。

規模と形状

検出長13.40m、 最大幅5。 20mの不定形である。

水田跡 (S14002)(第 34、 47図 )

位置

大グリッドLoc,G-1、 中グリッドcx― Ⅲ、小グリッドA、 B-17～ 201こ 位置する。

規模と形状

検出長6.80m、 最大幅1.80mの不定形である。

出土遺物・時期

土器は 5点 を図化 した。25～ 27は土師器の杯である。28は土師器の皿である。25、 28は赤色塗彩が施

される。29は土師器の底部の破片で、外面に刻書がある。時期は奈良～平安時代である。

水田跡 (S‖003)(第 34、 47図 )

位置

大グリッドLoc.F、 G-1、 中グリッド8、 α~Ⅲ 、Ⅳ、小グリッドB～ T-15～ 1に位置する。

規模と形状

検出長15,40m、 最大幅0。 20mの不定形である。

出土遺物・時期

30は土師器の杯である。31は平瓦である。時期は奈良～平安時代である。
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第47図 北区 (1999・ 2001年度)S14002・ S14003出 土遺物

水田跡 (S14004)(第 34図 )

位置

大グリッドLoc.F、 G-1、 中グリッド8、 α~Ⅲ 、小グリッドB～ R-13～ 20に位置する。

規模と形状

検出長16.40m、 最大幅1.40mの不定形である。

水田跡 (S14005)(第 34図 )

位置

大グリッドLoc,F、 G-1、 中グリッド8、 α~Ⅲ 、小グリッドB～ P-12～20に位置する。

規模と形状

検出長22.60m、 最大幅2。 40mの不定形である。

水田跡 (S14006)(第 34図 )

位置

大グリッドLoc.F、 G-1、 中グリッド8、 α~Ⅲ 、Ⅳ、小グリッドB～N-11～ 3に位置する。

規模と形状

検出長34.00m、 最大幅2.00mの不定形である。
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水田跡 (Sμ007)(第34図 )

位置

大グリンドLoc.F、 G-1、 中グリッド8、 α~Ⅲ 、小グリツドA～P-8～ 17に位置する。

規模と形状

検出長17.00m、 最大幅5,80mの不定形である。

水田跡 (S14008)(第 34図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅳ、小グリッドS～N-3～ 6に位置する。

規模と形状

検出長10.60m、 最大幅1.40mの不定形である。

水田跡 (SИ009)(第34図 )

位置

大グリッドLoc.F二 1、 中グリッド8~Ⅲ、小グリッドP～ J-16～ 4に位置する。

規模と形状

検出長22.40m、 最大幅2.40mの不定形である。

水田跡 (S14010)(第 34図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅳ、小グリッドR～0-5～ 6に位置する。

規模と形状

検出長4.60m、 最大幅0,10mの不定形である。

土坑 (SK4001)(第 48図 )

位置

大グリッドLoc,G-1、 中グリッドα―Ⅲ、小グリッドT-13に位置する。

規模と形状

検出長1.24m、 最大幅1.20m、 最大深度0。 12mの円形である。

土層

遺構の堆積土は黄灰色を呈するシル トによる単一層である。

土坑 (SK4002)(第 48図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅲ、小グリッドB-15に位置する。

規模と形状

検出長0。 74m、 最大幅0.53m、 最大深度0.10mの 台形である。
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土層

遺構の堆積土は責褐色を呈するシル トによる単一層である。

土坑 (SK4003)(第 49図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅳ、小グリッドC、 D-4に位置する。

規模と形状

検出長2.58m、 最大幅2.34m、 最大深度0。 41mの長方形である。

上層

遺構の堆積土は2層 に分層 した。 1層、 2層 は灰責色を呈する粘質土層である。

出土遺物 (第476図 )

金属製品の2845と 2846は鉄片である。

土坑 (SK4004)(第 50図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα一Ⅳ、小グリッドB-1に位置する。

規模と形状

検出長1.94m、 最大幅0,74m、 最大深度0.30mの逆台形である。

土層

遺構の堆積土は黄褐色を呈する粘質上による単一層である。

柱穴 (SP4001)(第 51図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅳ、小グリッドB-1に位置する。

規模と形状

検出長0。 22m、 最大幅0.20m、 最大深度0,15mの 円形である。

土層

遺構の堆積土は、にぶい黄色を呈する粘質土による単一層である。

出土遺物

金属製品の2831は刀の柄である。

柱穴 (SP4002)(第51図 )

位置

大グリッドLoc,G-1、 中グリッドα―Ⅳ、小グリッドC-4に位置する。

規模と形状

検出長0。 21m、 最大幅0.20m、 最大深度0.■mの円形である。

上層

遺構の堆積土は責褐色を呈する砂質土による単一層である。
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X=119.006

L=6000m

1 2.5Y5/3 黄掲 粘質土

0           60cm

―第50図  北区 (1999。 2001年度)SK4004平・断面図

柱穴 (SP4003)(第51図 )

位置

大グリッドLoc,G-1、 中グリッドα一Ⅳ、小グリッドC-3に位置する。

規模と形状

検出長0。 21m、 最大幅0。 20m、 最大深度0。 10mの円形である。

土層

遺構の堆積土は黄褐色を呈する砂質土による単一層である。

桂穴 (SP4004)(第 51図 )

位置

大グリンドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅲ、小グリッドE-20に位置する。

規模と形状

検出長0。 30m、 最大幅0。 29m、 最大深度0。 17mの円形である。

土層

遺構の堆積土は灰黄色を呈する粘質土による単一層である。

十
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柱穴 (SP4005)(第 51図 )

位置

大グリッドLoc,G-1、 中グリッドα一Ⅲ、小グリッドD-20に位置する。

規模と形状

検出長0.40m、 最大幅0,40m、 最大深度0。 14mの円形である。

上層

遺構の堆積土は灰責色を呈する粘質土による単一層である。

柱穴 (SP4006)(第 51図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅳ、小グリッドB-2に位置する。

規模と形状

検出長0.26m、 最大幅0。 25m、 最大深度0,10mの 円形である。

土層

遺構の堆積土は灰黄色を呈する粘質土による単一層である。

柱穴 (SP4007)(第 51図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα一Ⅳ、小グリッドB-2に位置する。

規模と形状

検出長0。 22m、 最大幅0。 22m、 最大深度0,10mの 円形である。

上層

遺構の堆積土は灰黄色を呈する粘質土による単一層である。

自然流路 (SR4001)(第 34、 52、 53図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅲ、Ⅳ、小グリッド」～P-9～ 1に位置する。

規模と形状

検出長70.00m、 最大幅7.00m、 最大深度0.40mの直線状を呈する。

土層

遺構の堆積土は4層 に分層 した。 1層 は黄褐色を呈するシル ト層。 2層 は黄灰色を呈する砂質土層。

3層 は灰色を呈する砂層。 4層 は責灰色を呈する砂質土層である。

出土遺物

木製品は16点 を図化 した。32は木錘である。33～ 36は 曲物である。33は 円形曲物の側板 と底板が木釘

で結合 した状態のものである。36は 容器の把手付楕円形曲物の底板である。樺皮結合曲物 C型式で底

板に溝が彫られる。内面には刃物傷が多数ある。37は木札である。38は祭祀具の正面全身人形である。

頭は九 く、足はVの字に切 り込んで成形する。39～44は 舟形である。45、 46は 斎串である。47は 部材

である。一端の両側に決 りを入れる。48は須恵器の杯である。49は須恵器の高杯である。
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時期
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土渡墓 (ST4001)(第 54図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッド8~Ⅳ、小グリッドQ-4に位置する。

規模 と形状

検出長0。 90m、 最大幅0。 60m、 最大深度0.30mの長方形である。

土層

遺構の堆積土は灰責色を呈するシル トによる単一層である。
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土娠墓 (ST4002)(第 54図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッド8~Ⅳ、小グリッドO-4に位置する。

規模と形状

検出長1.54m、 最大幅0.90m、 最大深度0。 26mの長方形である。

上層

遺構の堆積土は2層 に分層 した。 1層 は灰白色を呈するシル ト層。 2層 はオリーブ黄色を呈するシル

ト層である。

第 4包含層出土遺物 (第55図 )

51は木製紡織具の紡輪である。 トガサワラという樹種が使用されている。 トガサワラは分布範囲が狭

く、現在の四国では「魚梁瀬 (や なせ)」 にのみ確認されている。52～55は土師器の杯である。52は底

部外面の中央やや左寄 りに「厨」の墨書がある。56、 57は土師器の皿である。58は土師器の高杯で、杯

部の底部内面にヘラ記号がある。59は土錘である。60は敲石の破片である。

時期

奈良～平安時代である。
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(5)第 5遺構面

溝 (SD5001)(第57図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅲ、小グリッドE-201こ位置する。

規模と形状

検出長5。 90m、 最大幅0.65m、 最大深度0。 25mの溝で、N-101° ―Eを軸とした直線状を呈する。

土層

A― B、 C― D、 E―Fは 4層 に分層 した。 1層 ～ 3層 は黄褐色を呈する砂質土層である。4層 はオリー

ブ褐色を呈する砂質土層である。

清 (SD5002)(第57図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅲ、小グリッドE-201こ位置する。

規模と形状

検出長3.10m、 最大幅0。 95m、 最大深度0。 25mの溝である。

土眉

遺構の堆積土は 2層 に分層 した。 1層 、 2層 は黄褐色を呈する砂質土層である。

土坑 (SK5001)(第58図 )

位置

大グリッドLoc,G-1、 中グリッドα―Ⅳ、小グリッドF-4に位置する。

規模と形状

検出長2.15m、 最大幅7.00m、 最大深度0.34mの長方形である。

土層

遺構の堆積土は 5層 に分層 した。 1層 ～ 5層 は黄褐色を呈する砂質土層である。

出土遺物

61、 62は土師器の杯である。61は底部内面からの穿孔がある。

土坑 (SK5002)(第58図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅳ、小グリッドF-4に位置する。

規模と形状

検出長0。 73m、 最大幅0.68m、 最大深度0。 31mの半楕円形である。

上層

遺構の堆積土は 3層 に分層 した。 1層 、 2層 は責褐色を呈する砂質土層である。 3層 はオリーブ褐色

を呈する砂質土層である。
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第57図 北区 (1999。 2001年度)

SD5001

土坑 (SK5003)(第 58図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα一Ⅳ、小グリッドF-3に位置する。

規模と形状

検出長0.53m、 最大幅0.47m、 最大深度0。 19mの長方形である。

上層

遺構の堆積土は2層 に分層 した。 1層 は黄褐色を呈する砂質土層である。 2層 はオリーブ褐色を呈す

る砂質土層である。

1 2.5Y5/3 黄褐 砂質土
2 2.5Y5/4 責褐 砂質土

SD5002   0         2m

SD5001・ SD5002平・ 断面 図

土坑 (SK5004)(第 59図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリ

規模と形状

検出長12.80m、 最大幅0。 95m、

土層

遺構の堆積土は 2層 に分層 した。 1層 、 2層 は責褐色を呈する砂質土層である。

ノドα―Ⅳ、小グリッドE-3に位置する。

最大深度0.25mの長方形である。

/

SX5003
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土坑 (SK5005)(第 59図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅳ、小グリッドC-3に位置する。

規模と形状

検出長0。 92m、 最大幅0.69m、 最大深度0.31mの楕円形である。

土層

遺構の堆積土は 2層 に分層 した。 1層 は、にぶい黄色を呈する砂質土層である。 2層 は黄褐色を呈す

る砂質土層である。

土坑 (SK5006)(第 59図 )

位置

大グリッドLoc,G-1、 中グリッドα一Ⅲ、小グリッドC-18に位置する。

規模と形状

検出長16.80m、 最大幅0.78m、 最大深度0。 48mの 長方形である。

土層

遺構の堆積土は 5層 に分層 した。 1層 は黄掲色を呈する砂質土層である。 2層 はオリーブ褐色を呈す

る砂質土層である。 3層 は、にぶい責色を呈する砂質土層である。 4層、 5層は黄褐色を呈する砂質土

層である。

土坑 (SK5007)(第 60図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅲ、小グリッドE-1に位置する。

規模と形状

検出長17,30m、 最大幅0。 72m、 最大深度0。 26mの不定形である。

上層

遺構の堆積土は 3層 に分層 した。 1層 は責褐色を呈する砂質土層である。 2層 は、にぶい責色を呈す

る砂質土層である。 3層 は黄褐色を呈する砂質上層である。

上坑 (SK5008)(第60図 )

位置

大グリッドLoc,G-1、 中グリッドα一Ⅲ、小グリッドA-18に位置する。

規模と形状

検出長13.60m、 最大幅13.20m、 最大深度0。 15mの菱形である。

上層

遺構の堆積土は灰オリーブ色を呈するシル トによる単一層である。
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土坑 (SK5009)(第 60図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅲ、小グリッドB-19に位置する。

規模と形状

検出長0.72m、 最大幅0。 62m、 最大深度0.29mの精円形である。

土層

遺構の堆積土は灰責色を呈するシル トによる単一層である。

土坑 (SK5010)(第60図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅲ、小グリッドB-20に位置する。

規模と形状

検出長0。 94m、 最大幅0.70m、 最大深度0.13mの長方形である。

土層

遺構の堆積土はオリーブ黄色を呈するシル トによる単一層である。

土坑 (SK5011)(第 61図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα一Ⅲ、小グリッドB-20に位置する。

規模と形状

検出長0.63m、 最大幅0。 53m、 最大深度0.15mの長方形である。

土層

遺構の堆積土は灰黄色を呈するシル トによる単一層である。

土坑 (SK5012)(第 61図 )

位置

大グリッドLoc,G-1、 中グリッドα―Ⅳ、小グリッドA-2に位置する。

規模と形状

検出長0。 66m、 最大幅0.56m、 最大深度0。 13mの長方形である。

土層

遺構の堆積土は黄褐色を呈するシル トによる単一層である。

土坑 (SK5013)(第 61図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅳ、小グリッドT-2に位置する。

規模と形状

検出長0.72m、 最大幅0.59m、 最大深度0.30mの長方形である。
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土層

遺構の堆積土は2層 に分層 した。 1層、 2層 は黄褐色を呈するシル ト層である。

土坑 (SK5014)(第 61図 )

位置

大グリッドLocoF-1、 中グリッド8~Ⅳ、小グリッドT-2に位置する。

規模と形状

検出長0。 69m、 最大幅0.63m、 最大深度0。 12mの長方形である。

土層

遺構の堆積土は責褐色を呈するシル トによる単一層である。

土坑 (SK5015)(第 61図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅳ、小グリッドT-3に位置する。

規模と形状

検出長0.85m、 最大幅0。 78m、 最大深度0.40mの 円形である。

土層

遺構の堆積土は4層 に分層 した。 1層 は灰オリーブ色を呈するシル ト層である。 2層～ 4層 はオリー

ブ責色を呈するシル ト層である。

土坑 (SK5016)(第 62図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅲ、小グリッドT-20に位置する。

規模と形状

検出長13.10m、 最大幅1.80m、 最大深度0。 43mの長方形である。

土層

遺構の堆積土は3層 に分層 した。 1層 ～ 3層 は灰責色を呈するシル ト層である。

土坑 (SK5017)(第 62図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅳ、小グリッドS-2に位置する。

規模と形状

検出長0,73m、 最大幅0.56m、 最大深度0.07mの精円形である。

土層

遺構の堆積土は黄褐色を呈するシル トによる単一層である。
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土坑 (SK5018)(第62図 )

位置

大グリッドLocoF-1、 中グリッド8~Ⅳ、小グリッドQ-2に位置する。

規模と形状

検出長0.81m、 最大幅0.54m、 最大深度0.06mの楕円形である。

土層

遺構の堆積土はオリーブ褐色を呈するシル トによる単一層である。

土坑 (SK5019)(第62図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッドε―Ⅳ、小グリッドQ-2に位置する。

規模と形状

検出長0.割m、 最大幅0.60m、 最大深度0。 17mの精円形である。

土層

遺構の堆積土はオリーブ褐色を呈するシル トによる単一層である。

土坑 (SK5020)(第 63図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッドε一Ⅲ、小グリッド0-16に位置する。

規模と形状

検出長0。 70m、 最大幅0.66m、 最大深度0。 21mの 長方形である。

土層

遺構の堆積土は灰黄色を呈する粘性砂質上による単一層である。

土坑 (SK5021)(第 63図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅲ、小グリッドO-17に位置する。

規模と形状

検出長0.85m、 最大幅0。 53m、 最大深度0.09mの 長方形である。

土層

遺構の堆積土は、にぶい黄褐色を呈する粘性砂質土による単一層である。

土坑 (SK5022)(第 63図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッドε一Ⅲ、小グリッドL-19に位置する。

規模と形状

検出長0.86m、 最大幅0。 68m、 最大深度0。 18mの長方形である。
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土層

遺構の堆積土は暗灰黄色を呈する粘質土による単一層である。

土坑 (SK5023)(第63図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅳ、小グリッドN-4に位置する。

規模と形状

検出長0.91m、 最大幅0,77m、 最大深度0.14mの 長方形である。

土層

遺構の堆積土は2層 に分層 した。 1層 は、にぶい責褐色を呈する粘性砂質土層である。 2層 は黄褐色

を呈する粘性砂質土層である。

桂穴 (SP5001)(第 64図 )

位置

大グリツドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅲ、小グリッドE-201こ位置する。

規模と形状

検出長0。 32m、 最大幅0。 31m、 最大深度0.21mの 円形である。

土層

遺構の堆積土は 2層 に分層 した。 l層、 2層 は責褐色を呈する砂質土層である。

柱穴 (SP5002)(第 64図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッドα一Ⅳ、小グリッドE-3に位置する。

規模と形状

検出長0。 34m、 最大幅0。 30m、 最大深度0.29mの楕円形である。

土層

遣構の推積土は 2層 に分層 した。 1層 は黄褐色を呈する砂質土層である。 2層 はオリーブ褐色を呈す

る砂質土層である。

柱穴 (SP5003)(第 64図 )

位置             _

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα一Ⅳ、小グリッドB-3に位置する。

規模と形状

検出長0,60m、 最大幅0.55m、 最大深度0。 19mの精円形である。

上層

遺構の堆積土は 2層 に分層 した。 1層、 2層 は黄trB色 を呈する砂質土層である。

―- 125 -―



申＋ X=119023

．
　

　

３‐８蒐

Y=89814

2.5Y5/4 責掲    砂質土
2.5Y4/4 オリーブ掲 砂質土

SP5002

X=119025

ヽ

・

L=5300m

1 10YR4//4褐
2 2.5Y6/2 灰黄
3 2.5Y5/4 黄褐

SP5005

�帥キ
Y=89811

2.5Y5/4 黄掲
2.5Y5/3 責掲

SP5001

|

砂質土
砂質土

X=119008

X=118983

メ
Y=89821

2.5Y5/4 黄掲
2.5Y5/6 黄褐

SP5003

L=4300m

にぶい責褐 粘性砂質土
責掲    粘性砂質土

土
土

質
質

砂
砂

・・ヽ・・・“・̈̈̈・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ヽ卜・・　　　　　　　　　　．・・　　　　　　　　　　　　　　　　一

蜘＼＼＼

一／／／
櫛

1 2.5Y5/3 黄掲 砂質土
2 2.5Y5/4 責褐 秒質土

SP5004

0               10cm

と=5200m

L=4300m

砂質土

砂質土

砂質土

1 10YR5/4に ぶい責掲 粘性砂質上
2 2.5Y5/6 黄褐    粘性砂質土

SP5007

1  10YR5/4
2  2.5Y5/6

SP5006SP5004出 土遺物

北区 (1999・ 2001年度)SP5001
平・断面図・遺物出土状況 ドッ

・ SP5002・ SP5003・ SP5004。 SP5005。 SP5006・ SP5007
卜図・ SP5004出 土遺物

第64図

―- 126 -―



桂穴 (SP5004)(第 64図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅳ、小グリッドB-3に位置する。

規模と形状

検出長0.53m、 最大幅0.51m、 最大深度0。 22mの 円形である。

土層

遺構の堆積土は 2層 に分層 した。 1層、 2層 は責褐色を呈する砂質土層である。

出土遺物・時期

63は土師器の杯である。赤色塗彩を施されている。時期は奈良時代である。

柱穴 (SP5005)(第 64図 )

位置

大グリッドLoc.G-1、 中グリッドα―Ⅳ、小グリッドF-4に位置する。

規模と形状

検出長0.64m、 最大幅0.55m、 最大深度0,09mの 円形である。

土層

遺構の堆積土は3層 に分層 した。 1層 は褐色を呈する砂質土層である。 2層 は灰責色を呈する砂質土

層である。 3層 は責掲色を呈する砂質土層である。

柱穴 (SP5006)(第 64図 )

位置

大グリッドLoc,F-1、 中グリッド8~Ⅳ、小グリッドQ-5に位置する。

規模と形状

検出長0.39m、 最大幅0.37m、 最大深度0.31mの 円形である。

土層

遺構の堆積土は2層 に分層 した。 1層 は、にぶい黄褐色を呈する粘性砂質土層である。 2層 は責褐色

を呈する粘性砂質土層である。

桂穴 (SP5007)(第 64図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅳ、小グリッドQ-5に位置する。

規模と形状

検出長0.51m、 最大幅0.40m、 最大深度0.30mの楕円形である。

土層

遺構の堆積土は 2層 に分層 した。 l層 は、にぶい黄褐色を呈する粘性砂質土層である。 2層 は責褐色

を呈する粘性砂質土層である。
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自然流路 (SR5001)(第 65、 66～68図 )

位置

大グリッドLoc.F、 G-1、 中グリッド8、 α~Ⅲ 、Ⅳ、小グリッド」～B-8～ 3に位置する。

規模と形状

検出長90.00m、 最大幅30.00m、 最大深度2.4mの幅広い直線状を呈する。

土層

A― Bは 7層 に分層 した。 1層 は緑仄色を呈する粘質土層である。 2層 はオリープ黒色を呈する粘質

土層である。 3層、 4層 は暗オリーブ灰色を呈する粘質土層である。 5層 はオリーブ灰色を呈する粘質

土層である。 6層 は緑灰色を呈する粘質土層である。 7層 は暗緑灰色を呈する粘質土層である。

C― Dは 16層 に分層 した。 1層 は緑灰色を呈する粘質土層である。 2層 は暗オリーブ色を呈する粘質

土層である。 3層 は暗オリーブ灰色を呈する粘質土層である。 4層 は緑灰色を呈する粘質土層である。

5層 ～ 7層 はオリーブ黒色を呈する粘質土層である。 8層、 9層 は暗オリーブ灰色を呈する粘質土層で

ある。10層 はオリーブ灰色を呈する粘質土層である。11層 は暗オリーブ灰色を呈する粘質土層である。

12層 は暗緑灰色を呈する粘質土層である。14層 は暗オリーブ灰色を呈する粘質土層である。15層 は暗緑

灰色を呈する粘質土層である。16層 は暗オリーブ灰色を呈する粘質土層である。

E一 Fは 9層 に分層 した。 l層 はオリーブ黒色を呈する粘質土層である。 2層 は暗オリーブ色を呈す

る粘質土層である。 4層 は暗オリーブ色を呈する粘質土層である。 5層 は暗オリーブ灰色を呈する粘質

土層である。 6層 は暗緑灰色を呈する粘質土層である。 7層、 8層 は、にぶい黄色を呈するシル ト層で

ある。 9層 は灰オリーブ色を呈するシル ト層である。

出土遺物

木製品は13点 を図化 した。64は掛矢である。芯持ち材の1/2を頭部とし、残 りの部分を細 く削って柄

を成形 している。敲打による窪みが残存 している。65は柄である。上部に身を差 し込む為の楕円形の孔

がある。66は 田下駄の一部である。67は編棒である。68は木錘である。69は鎌の柄である。上端部に茎

孔が残存 している。70は漁労具の櫂である。辺材から九 く削 りだして柄の部分を成形 している。水かき

部は一方の面のみに削 りが多 く施されている。71は楕円形曲物の底板である。72～ 75は斎串である。76

は部材である。土器は17点 を図化 した。77、 78は須恵器の杯蓋である。79～82は須恵器の杯身である。

81の底部外面にはヘラ記号がある。83は須恵器の台付 き椀である。84は須恵器の奏である。85～ 89は土

師器の杯である。90は土師器の鉢である。91は土師器の杯で、底部外面に煤が付着 している。92は土師

器の甕である。93は棒状土錘で、両端に穿孔がある。

時期

古墳時代後期であるが、一部に平安時代のものが含まれる。

土境墓 (ST5001)(第 69図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅳ、小グリッドS-4に位置する。

規模と形状

検出長1,20m、 最大幅0,85m、 最大深度0。 15mの長方形である。

上層

遺構の堆積土は責褐色を呈するシル トによる単一層である。
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土墳墓 (ST5002)(第 69図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅳ、小グリッドS-4に位置する。

規模と形状

検出長1.55m、 最大幅0.85m、 最大深度0。 20mの長方形である。

土層

遺構の堆積土は責褐色を呈するシル トによる単一層である。

土渡墓 (ST5003)(第 69図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅳ、小グリッドR-4に位置する。

規模と形状

検出長1.60m、 最大幅0,75m、 最大深度0。 20mの長方形である。

土層

遺構の堆積土はオリーブ褐色を呈するシル トによる単一層である。

土娠墓 (ST5004)(第 69図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅳ、小グリッドS-4に位置する。

規模と形状

検出長2.15m、 最大幅0.90m、 最大深度0。 85mの長方形である。

土層

遺構の堆積土は 7層 に分層 した。 1層 ～ 3層 は灰黄色を呈するシル ト層である。 4層 は、にぶい黄色

を呈するシル ト層である。 5層～ 7層は灰黄色を呈するシル ト層である。

上娠墓 (ST5005)(第 69図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッド8~Ⅳ、小グリンドS~3に位置する。

規模と形状

検出長1.65m、 最大幅0。 70m、 最大深度0.50mの長方形である。

土層

遺構の堆積土は3層 に分層 した。 1層 ～ 3層 は灰黄色を呈するシル ト層である。

上娠墓 (ST5006)(第 69図 )

位置

大グリッドLoc.F-1、 中グリッドε―Ⅳ、小グリッドS-3に位置する。

規模と形状

検出長1.90m、 最大幅0。 70m、 最大深度0,40mの長方形である。
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